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ハイダ語の連体修飾構造

堀　　　博　文

１．序

本稿は，ハイダ語1の修飾部と被修飾部からなる連体修飾構造の概略を述べる
とともに，ハイダ語においていくつかある連体修飾構造のタイプを統一的に捉
えるために修飾部を「疑似的名詞節」と見做し，ハイダ語の連体修飾構造にみ
られる修飾と被修飾の関係は「疑似的名詞節」と名詞が並置されることによっ
て生じるという解釈を示すことを目的とする。

２．ハイダ語の連体修飾の基本構造

最初に修飾部が最も単純に1語だけからなる場合の例をあげる2。以下の例に
おいて，［ ］は連体修飾構造，また，太字は主要部head（すなわち被修飾部）
を示す。

	 1	 ハイダ語Haidaは，カナダのブリティッシュ・コロンビア州北西海岸のハイダ・グワーイHaida	Gwaii
（旧名：クィーン・シャーロット諸島）とアメリカ合衆国アラスカ州南東部で話される系統不明の
言語である。本稿で取り上げるのは，南部方言に属するスキドゲイトSkidegate方言（ハイダ・グ
ワーイ）である。

	 2	 ハイダ語の例は，１行目に音素表記に形態素境界を加えたもの，２行目にグロス，３行目に英語の
訳を付して示す。グロスにおいて［ ］で示されているのは，形態音韻的な変容によって２つの形
態素の間の境界が不分明になっているものである。また，動詞に付したグロスのうち，スモール
キャピタルで示したものは類別接頭辞と手段接頭辞のどちらか一方あるいは両方を必要とする拘束
語根である。グロスで用いた略号の一覧は，本稿末尾を参照されたい。以下にあげる例のうち，出
典が明示されていないものは筆者が直接あるいは間接的にハイダ語話者から得たものである（話者

［イニシャルのみ］の一覧は本稿末尾に示しておいた）。
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（１）	 [dəws		 stʼi]		 	 	 	 ɬə=qiiχa-ɡən.
	 	 	 	 	 cat		 	 	 	 be.sick		 	 I=find-past

‘I	found	a	sick	cat.̓
（２）	 [ʔwaadχa+naay		 	 kʼájuu]		 	 0=ɡu		 	 ʔiijin.
	 	 	 	 	 	sell+house		 	 	 	 	 	 	 be.small	 	 	 	at		 	 be[past]

‘There	was	a	small	store	at	(that	place	(=0)).̓
（３）	 [χa		 	 ɢaydən]		 	 	 ɬə=xidxiidən.
	 	 	 	 	 	dog		 run[past]	 	 I=chase[past]

‘I	chased	a	running	dog.̓
（４）	 taanuud=ɡyaan		 [ciinaay		 sɡuɢa-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 hayluu-s=ɡyaan
	 	 	 	 	 in.the.fall	 	 	 	 	 	 	 	the.fish		 	 go.up.river-nonpast		 disappear-nonpast=when
	 	 	 	 	 χaw-ɡaay		 sqʼasɡiidən.
	 	 	 	 	 fish-nmlz	 	 be.closed[past]

‘In	the	fall,	when	fish	going	up	the	creek	(to	hatch)	disappeared,	the	fishing	
was	over.̓

これらの例はすべて１項動詞であり3，被修飾語となる主要部が連体修飾構造の
先頭に現われ，修飾語がそれに続くという配列順序であるようにみえる。多く
の場合において，主要部が修飾部の前に現われる傾向にあるが，実際には，次
の例のように，修飾部が節である場合では，主要部が必ずしも連体修飾構造の
先頭に現われるとは限らない。

（５）	 [dii		 	 jaasɢa		 dii=ɡi	 	 ciina		 ʔinaɢwaay	 	 ʔisda-siŋ-ɡən]=kʼyaawɢa
	 	 	 	 	 my		 	 sister		 	 me=to		 fish	 	 	 half		 	 	 	 	 	 	 	 give-promise-past=for
	 	 	 	 	 ɬə=ɢəd+qʼəw-ʔu.
	 	 	 	 	 I=wait+sit-sg

‘I	sat	down	and	waited	for	the	half	of	fish	that	my	sister	promised	to	give	
me.̓

	 3	 ハイダ語ではいわゆる「形容詞」は独立した語類ではなく，動詞の下位範疇に入ると考えられる
（（１），（２）など参照）（堀2006）。
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（６）	 ɡəm=ʔəsəŋ		 	 [naaɡaay=ɢa	 	 	 qaaxul+naay		 	 	 ʔisis]
	 	 	 	 	 neg=too	 	 	 	 	 the.house=in		 	 defecate+room	 	 be[nonpast]
	 	 	 	 	 ʼlə=ɡyaaɡiŋ-ɡuda-ɢəŋ.
	 	 	 	 	 3=use-want-neg

‘He	did	not	want	to	use	the	toilet	which	was	in	the	house.̓
（７）	 ʼlaa=ʼuu		 	 [ɹupəɹt=ɢan		 ʼlaana		 	 ʔaaχanaa-s]=ɡu		 	 	 	 	 nəŋ
	 	 	 	 	 3=foc		 	 	 	Rupert=for	 	 land		 	 	 	 be.close-nonpast=at		 indf
	 	 	 	 	 tlʼə=tləɢuɬɢaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 3pl=make[evd]-past

‘They	made	one	at	a	place	which	was	near	Prince	Rupert.̓
（８）	 haay,	kilsdlaay		 ɬqin,	 	 [ʔaaj=xwa	 	 dəŋ		 	 qaaɢa-ləŋ	 	 na-χaŋ-s]=ɬa
	 	 	 	 	 OK		 	 sir	 	 	 	 	 	 	 dear		 	 	over.there	 	 your		 	 uncle-pl	 	 	 	 live-pl-nonpast=imp
	 	 	 	 	 qiŋ-ɢa.
	 	 	 	 	 see-on.foot

‘Now,	dear	chief,	go	see	your	uncles	living	over	there.̓ 	(Swanton	1905:	29	
[Enrico	1995:	112])

（９）	 …	 [ʼlaa=ʔad	 	 ɡyaaɢwaan		 	 qiiɢawaa-s]=ɡi
	 	 	 	 	 	 	 	 3=with		 	 	 animal		 	 	 	 	 	 	 have.been.born-nonpast=to
	 	 	 	 	 ʼla	 kyaaɡəŋ-xidaa-ɡən.
	 	 	 	 	 3	 	 call-incep[evd]-past

‘ …	he	called	upon	the	animals	which	had	been	born	with	him.̓ 	(Swanton	
1905:	45)

これらの例あるいは他の例からも明らかなように，まず，ハイダ語には，主
要部と修飾部の関係を表わす標識（例えば，英語の関係代名詞に相当する要素）
がない。更に，ハイダ語の連体修飾構造は，主要部が修飾部の中から切り離さ
れず，その位置のままであることから，主要部内在型であることが分かる。実
際，例えば，（５）の連体修飾節は，下記の通り，そのままの語順で単独の文と
して用いられ得る。

（ 5ʼ）	dii	 	 jaasɢa		 dii=ɡi	 	 ciina	 	 ʔinaɢwaay	 	 ʔisda-siŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 my		 sister		 	 me=to		 fish	 	 	 half		 	 	 	 	 	 	 give-promise-past

‘My	sister	promised	to	give	me	the	half	of	fish.̓
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しばしば指摘されるように（例えば，Basilico	1996），このような主要部内在
型の連体修飾節をもつ言語においては，主要部がそれとして明示されないため
に，文脈がなければ，時として曖昧な文を生み出すことがある。例えば，

（10）	[nəŋ		 	 jaada-s	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 dəwjaay	 	 qiŋ-ɡən]		 haana-ɡən.
	 	 	 	 	 indf		 	 be.female-nonpast		 	 the.cat		 	 	 see-past	 	 be.pretty-past

(a)	‘The	woman	who	saw	the	cat	was	pretty.̓ 	
(b)	‘The	cat	which	the	woman	saw	was	pretty.̓
cf.	nəŋ	jaada-s	dəwjaay	qiŋ-ɡən.	‘The	woman	saw	the	cat.̓

（a）は nəŋ jaadas	‘the	woman	(=	the	one	who	was	female)ʼ を主要部とした解
釈，一方（b）はdəwjaay	‘the	catʼを主要部とした解釈である。この例における
動詞qiŋ	‘seeʼの主語と目的語には文法関係を標示する格標識がなく，両者の関
係はそれらの語の配列順序によって示される。このような曖昧性が生じるよう
な連体修飾節については5.1で詳述する。

一方，Enrico（2003:	566）によれば，ハイダ語には，主要部外在型の連体修
飾構造もみられる。下記の例では，主要部naay	‘the	houseʼが［ ］で示された
修飾部の外に置かれ4，本来それが現われるべき場所を示す標識（（11）では
=ɢa）のホストの位置に不定代名詞ɡə（3.1参照）が現われている。

（11）	ɡyaan	 	 ʼlə=ɢuŋɢa		 [ɡə=ɢa	 	 taana-dyas]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 naay		 	 	 	 	 ʔun=ɡu
	 	 	 	 	 and	 	 	 	 his=father		 indf=in		 smoke.fish-dur[nonpast]		 the.house		 top=at
	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 ʼla	 	 ɢaɬənaa-ɡaa-s.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 3	 	 	 put.up.on-evd-nonpast

‘His	father	put	him	up	on	the	top	of	the	house	in	which	he	was	smoking	
fish.̓ 	(Swanton	1905:	13	[Enrico	2003:	566])

このような主要部外在型の連体修飾構造は，関与する標識が場所や方向を示す
場合に限られる。

一方，（11）は，下例のように，不定代名詞ɡə が占めていた位置に主要部の
naayを移動させて主要部内在型の連体修飾節によって表現することも可能であ

	 4	 主要部外在型の連体修飾節の例では，［ ］は修飾部を表わす。
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る。

（11ʼ）		 ɡyaan	 	 ʼlə=ɢuŋɢa		 	 [naay=ɢa		 	 	 	 taana-dyas]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔun=ɡu
	 	 	 	 	 	 and	 	 	 	 his=father		 	 the.house=in		 smoke.fish-dur[nonpast]			top=at
	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 ʼla	 	 ɢaɬənaa-ɡaa-s.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 3	 	 	 put.up.on-evd-nonpast

（11）と（11ʼ）を比べると，（11）の不定代名詞ɡə は，主要部であるnaay	‘the	
houseʼが修飾部の外に移動したことにより，その空所となった位置を埋めてい
るとみることができる。3.1にみるように，ハイダ語では，主要部が現われない
ことがあるが，その主要部が場所の標識（例えば，=ɢa	‘inʼや=ɡu	‘atʼ）のホス
トである場合は，そのホストとなる名詞句と標識全体が現われなくなり，標識
だけが残ることはないので（下掲の（25）を参照），（11）のような場合は，そ
れを避けるために［ ］の外に出た主要部が本来占めていた位置に不定代名詞が
現われていると解釈すべきであろう。しかし，一方では，（11）における不定代
名詞ɡə が主要部名詞naay	‘the	houseʼと同一の対象を指示していることから，主
要部外在型の連体修飾構造とみるよりも，（11）において［ ］で示した部分が
主要部の名詞と並置され，修飾―被修飾の関係をなしているとみることもでき
るであろう（5.2，６節も参照）。

これと類似する構造として，Enrico（2003:	637）には次のような例があげら
れている（表記は本稿のものに改めた）。

（12）	[ɡə=ɡu		 tlaaləŋ=sda		 	 	 	 	 	 	 	 	 nəŋ		 ʔwaa-ɡaa-ɡən]		 	 	 	 χaaydaɢaay=ʼuu
	 	 	 	 	 indf=at		 own.husband=from		 	 indf		 cheat.on-evd-past		 people=foc
	 	 	 	 	 tlʼə=hayluudaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 they=destroy[evd]-past

‘They	destroyed	the	people	of	the	place	where	someone	had	cheated	on	her	
husband.̓ 	(Swanton	1901:	569	[Enrico	2003:	637])

（12）は［ ］で示された修飾部が被修飾名詞の前に現われる点で（11）の主要
部外在型の連体修飾節と類似するが，Enrico（2003:	637）は，［ ］にある不定
代名詞のnəŋ とその外にある主要部のχaaydaɢaay	‘peopleʼの指示対象が異なる
ゆえに，（11）のような「主要部外在型」の「関係節」と分析するのではなく，
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［ ］を不定代名詞nəŋ を主要部とする関係節であると見做し，それが後続の名
詞χaaydaɢaay	‘peopleʼと複合compoundをなすと分析する5。

主要部内在型と外在型の連体修飾節，更に，（12）のような例をどのように捉え
るかについては，5.2で扱う連体修飾構造と併せて6節で再度述べることにする。

3．主要部の特徴

本節では，ハイダ語の連体修飾構造の主要部に現われるものとして特に不定
代名詞の使い分けについて述べるとともに，Keenan	and	Comrie（1977）の「接
近可能性の階層」を参考に，連体修飾節においてどのような文法役割にある名
詞句が主要部となり得るか（以上3.1），更に，主要部の定性definiteness（3.2）
について述べる。

3.1　主要部となり得るもの
［1］人称代名詞，不定代名詞

主要部には，普通名詞だけでなく，人称代名詞もなり得る。次の（13）は３
人称代名詞ʼlə=が主要部となっている例である。

（13）	[taŋɢunaay=ɢa		 	 ʼlə=quyʔawaa+qʼuɬjiʔwaa-s]
	 	 	 	 	 the.ocean=at		 	 	 3=cumulus.cloud[vblz]+rise.out[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 ʼlə=ʔawɢa		 	 	 qyaaŋaa-s.
	 	 	 	 	 his=mother	 	 see[evd]-nonpast

‘His	mother	saw	him	who	was	a	cumulus	cloud	rising	out	at	sea.̓ 	(Swanton	
1905:	29	[Enrico	1995:	112])

ハイダ語の連体修飾構造では，代名詞の中でも不定代名詞が主要部となるこ
とが多い。主要部となり得る不定代名詞には，nəŋ	‘someone,̓ 	tlʼaa（自立語）	~		
tl ə̓（クリティック）‘some	people,̓ 	ɡə	‘something	(sg.)/some	(pl.),̓ 	ɡina	‘somethingʼ
がある。これらの不定代名詞の違いは，（14）に示すように，主に［anaphoric］，

［sg/pl］，［animate/inanimate］という３つの特徴で記述することができる6。

	 5	 Enricoによれば，このような構造をなすのは，χaaydaɢaay	‘peopleʼの場合だけであり，語彙的に極
めて限定されている。
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（14）	主要部となり得る不定代名詞

１）	［−anaphoric］はnon-anaphoricを示し，［±anaphoric］はanaphoric
とnon-anaphoricの両様の用法があることを示す。

２）	 sg/plは数の区別に関与しないことを表わす。
３）	［−animate］は無生物，［±animate］は有生物・無生物の両方を指

示し得ることを表わす。

これらの不定代名詞のうち，まず，nəŋ が指示するのは，典型的には単数の
人であるが，それに加えて動物やカヌーなどの可動物も指示し得る（指示対象
が人の例は，上掲（10）を参照）。次の（15）は文脈からある種の動物，（16）
はカヌーを指示している例である。

（15）	…	 [nəŋ	 	 ɬɢaɬ		 	 	 	 	 kaljuu]	 	 ʔiid=ɢá		 dləxyaaŋ-daal.
	 	 	 	 	 	 	 	 indf		 	 be.black	 	 be.big	 	 	 us=to		 	 	 run-along

‘….	a	big	black	one	(=something	big	and	black)	ran	toward	us.̓
（16）	sdalaay=qulɡi	 	 	 [nəŋ	 	 ʼla	 	 ɢiiɬɡii-da-tlaaɡaaŋaa-s]
	 	 	 	 	 the.cliff=above		 	 indf		 	 3	 	 	 be.completed-caus-first[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 sdalaay=ɡuusda		 	 	 	 ʼla	 	 kitʼa-ɡaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 the.cliff=from.upon		 3	 	 	 push.with.pole-into.water[evd]-past

‘He	pushed	the	one	(canoe)	that	he	finished	first	on	the	brow	of	the	hill	into	
the	water	from	the	hill.̓ 	(Swanton	1905:	33	[Enrico	2005:	136])

（15）における不定代名詞nəŋ を主要部とする連体修飾節「黒くて大きいもの」
は，その前の文脈において先行する指示対象が現われていない点で非前方照応

	 6	 本稿で示した不定代名詞の区別は，Enrico（2003:	467ff.）と重なるところが多いが，Enrico（2003）
は，本稿の［animate］という特徴のかわりに［human］という特徴を立てている点（cf.	（15）），
また，ɡinaをあげていない点が本稿と異なる。

［anaphoric］ ［sg/pl］ ［animate］
nəŋ ± sg ±
tlʼaa〜tl ə̓ ± pl ＋
ɡina − sg/pl −
ɡə ± sg/pl ±
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的な用法である。一方，（16）では，その先行文脈において「カヌー」が言及さ
れており（下記の（18）がそれ），不定代名詞nəŋ とそれを含む連体修飾節は

「カヌー」を指示していると判断されるので，この場合のnəŋ の使用は前方照応
的であるといえる。

更に，この不定代名詞nəŋ は，岬や山，島など地勢的な対象を指示する場合
にも用いられる。例えば，

（17）	huu		 [nəŋ	 	 kunjuu-s]=ɡu		 	 	 	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 ɡaysdlə-ɡən.
	 	 	 	 	 then		 indf		 	 be.a.point-nonpast=at		 we		 	 	 stop-past

‘We	stopped	at	one	point	(=	something	being	a	point).̓
（18）	sqaay		 	 ʼlənaɡaay=ɡyaawɡi		 	 	 	 	 [nəŋ	 	 sdalaa-s]=ɡu=ʼuu
	 	 	 	 	 Sqaay		 the.town=at.the.edge.of		 indf		 	 cliff[vblz]-nonpast=at=foc
	 	 	 	 	 ʔwadɢadaɡaaŋ		 	 χiw=ɡi	 	 	 	 	 	 	 qaydaaw=ɢan
	 	 	 	 	 Carpenter.Spirit		 southeast=to	 	 go.on.a.raid=for
	 	 	 	 	 tləw		 	 tləɢuɬɢa-xidaa-ɡən.
	 	 	 	 	 boat		 	 make-incep[evd]-past

‘Master-carpenter	began	to	make	a	canoe	at	a	steep	place	(=	something	
being	a	cliff)	at	 the	edge	of	 the	 town	of	Sqaay	 in	order	 to	war	with	
southeast	wind.̓ 	(Swanton	1905:	33)

これらの例におけるnəŋ は，いずれも非前方照応的な用法である（すなわち，
先行文脈においてnəŋ の指示対象が言及されていない）。

tlʼaa	~	tl ə̓=は，主に複数の「人」を表わす7。（19）にみるtl ə̓=は，その先行
文脈においてそれと照応する要素（いわゆる先行詞antecedent）がないことか
ら，非前方照応的な用法である。

（19）	[ɡu		 	 tlʼə=na-χaŋ-s]		 	 	 	 	 	 	 ʔwaa=dləw=χan=ɢan=ʼuu		 ʔiid	 	 ʔunsiidən.
	 	 	 	 	 at		 	 	 indf=live-pl-nonpast		 	 all=for=foc		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 we		 	 know[past]

‘We	knew	all	people	who	lived	there.̓

	 7	 Enrico（2003:	470）は，総称的な用法の場合は単数を表わすこともあるとしているが，筆者の調査
においては，そのような例は得られていない。
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次に不定代名詞ɡinaについてみてみると，これが他の不定代名詞と異なるの
は，非前方照応的な用法しかなく，また，指示対象が無生物に限られるという
点である。

（20）	[ɡina		 tlədaldaɡa-s]
	 	 	 	 	 indf		 	 make.a.ringing.noise-nonpast
	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 tlə-dal-daɡa-sdlə.
	 	 	 	 	 we		 	 	 by.hand-cl-make.a.noise-completely

‘We	rang	the	bell	(=	something	that	makes	a	ringing	noise).̓

この例における不定代名詞ɡinaとそれにかかる修飾語tlədaldaɡa	‘make	a	ringing	
noiseʼ全体でいわゆる「ベル」一般を表わしており，それが指示する先行詞を
必要とはしない（cf.	日本語の「鳴り物」の「物」）。更に，このɡinaは，具体
的なものではなく，出来事を指示することがあり，その場合は，発話あるいは
思考を表わす動詞の項として現われる（cf.	日本語の「こと（について語る）」
などの「こと」）。

（21）	[tləsdaa		 	 	 	 	 	 	 ɡina	 	 ʔaaɬjuu-ɡəŋ-ɡiin-ii]=ʔad=ʼuu
	 	 	 	 	 long.time.ago		 	 indf		 	 happen-habit-past-info=about=foc
	 	 	 	 	 ɬə=ɡiʔəɬɢalaaŋdas-ɡa
	 	 	 	 	 I=tell.stories[fut]-nonpast

‘I	am	going	to	talk	about	something	that	used	to	happen	a	long	time	ago.̓

不定代名詞ɡə は，有生物・無生物のいずれに対しても用いられる。数の区別
に関しては，有生物の場合は複数性を示すことが多く，無生物の場合は単数と
複数のいずれでもあり得る。次の（22）は複数の有生物（人間），（23）は無生
物（文脈から複数）が指示対象の例である。

（22）	[ɡə		 	 qʼayaa-s]=ɢan		 	 tlʼə=yahɡudəŋ-ɡeey	 	 ʔwaa=ɡi		 kilxiɡəŋ-ɡa.
	 	 	 	 	 indf		 old-nonpast=for		 they=respect-nmlz	 	 	 that=to		 	 need-nonpast

‘They	have	to	respect	elders.̓
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（23）	ʔwaadχa+naay		 qwaan=ɢii	 	 tʼaləŋ		 dayiŋ=qawdi=ʼuu
	 	 	 	 	 sell+house	 	 	 	 	 many=into		 we		 	 	 look.for=after.a.while=foc
	 	 	 	 	 [ɡə		 	 ʔiid	 	 ɡudʼlaa-s]		 	 	 tʼaləŋ		 qiiχa-ɡən.
	 	 	 	 	 indf		 we		 	 like-nonpast		 we		 	 	 find-past

‘We	looked	for	(hats)	in	many	stores	for	a	while,	and	we	found	some	we	
liked.̓

（23）のɡə は，その先行文脈にあった「帽子」を指していると考えられるので，
前方照応的である。

この不定代名詞のɡə は，更に，連体修飾節の主要部として現われる場合，「場
所」を表わすこともある（場所を示す標識のホストとして現われる場合はɡyaa
という形式となることもある。尚，先の（11）も参照）。例えば，

（24）	…	 [ɡyaa=ɢa		 qʼəw-ʔwəs]=ɡu		 	 	 	 ʼla	 	 sɢayɬə-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 	 indf=at		 	 	 sit-sg[nonpast]=at		 	 3	 	 	 cry-past

‘…	he	cried	at	the	place	where	he	was.̓

［２］主要部が現われない場合
ハイダ語の連体修飾構造においては主要部が現われないこともある。多くの

場合において，主要部のない連体修飾構造というよりも，上にあげた不定代名
詞が省略されていると考えられる。例えば，下例の場合，本来であればɡə	~		
ɡyaaを主要部とし，それに場所を示す標識=ɡu	‘atʼを加えたɡyaa=ɡu（indf=at）
が現われるところであるが，特に主節の動詞がna	‘liveʼの場合は，それら名詞
句とクリティック全体が省略されることが多い（下記の（25）（26）では０で
示す）。

（25）	ʼlaa	 	 ʼla	 	 ʔisda=di=qawdi
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 3	 	 	 do=during=a.while
	 	 	 	 	 cʼiŋaay	 	 [yaaɢaləŋ		 0	 	 na-χaaŋaa-s-ii]=ɢa=ʼuu
	 	 	 	 	 beaver		 	 parents		 	 	 	 	 	 live-pl[evd]-nonpast-info=to=foc
	 	 	 	 	 qaaydaa-ɡən-ii.
	 	 	 	 	 leave[evd]-past-info

‘After	he	had	fought	him	for	a	while	Beaver	went	to	(the	place	where	=0)	



‐ ‐87

his	parents	lived.̓ 	(Swanton	1905:	42)
（26）	…	[dii	cinɢa		 	 	 	 	 	 	 0	 	 na-χaŋeey]=ɢii	 	 	 	 	 ʼla	 	 qaa-ɢuŋ-s.
	 	 	 	 	 	 	 	 my	grandfather		 	 	 	 live-pl[nmlz]=into		 	 3	 	 	 walk-around-nonpast

‘…	he	walked	around	(the	place	where	=0)	my	grandfather	lived.̓

また，ʔiiɬəŋaa	‘be	maleʼ，jaada	‘be	femaleʼなどは，それと現われるべき不定代
名詞nəŋ が省略され，それだけで名詞として働くことがある 8。

更に，指示対象が何であるかが文脈から明らかな場合，とりわけその談話に
おいて一貫して話題となっている名詞が省略されることがあるが，それが連体
修飾節の主要部となる場合でも省略されることがある。例えば，

（27）	[0		 ɡaŋaa-s-ii]=ɡi=ʼuu	 	 	 	 	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 halχa-ɡaŋ.
	 	 	 	 	 	 	 	 thick-nonpast-info=to=foc	 	 we		 	 	 gather-pr

‘We	get	the	thick	(herring	roes	=0).̓ 	(Levine	1977:	225)

この文は，kʼaaw	‘herring	roesʼが話題の中心となって展開されている談話の中
において発せられたものである。この文の前に発せられたいくつかの文におい
ても述語動詞がこの（27）と同じhalχa	‘gatherʼであり，また，その目的語が
kʼaaw	‘herring	roesʼであることが分かるために主要部が省略されていると考え
られる（cf.	日本語「厚いの（=子持ち昆布）（をとる）」）。

また，無主語動詞は，それと統語的に関与する名詞項がないために，それが
修飾語となる場合は，主要部は現われない。例えば，

（28）	“qʼa		 	 kun=ɡu		 	 [kun-ɡən]		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ɬə=qʼidtlʼə-sdlə-ɡən.”
	 	 	 	 	 north		 point=at		 whale.drift.ashore-past		 I=cut-completely-past

“I	cut	up	a	whale	which	had	floated	ashore	at	North	Cape.”	(Swanton	1905:	
49)

この修飾部に現われている動詞kun	‘(whale)	drift	ashoreʼは主語をとることがで
きず（すなわち，ゼロ項動詞），従って，連体修飾構造の修飾部となる際は，そ

	 8	 更に，hitʼaɢan ʔinaa	(still	grow)	‘youth,	young	peopleʼのように，主要部が現われない慣用的なもの
もある。
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の主要部は現われることがない。ただ，それが名詞化ではなく動詞のままであ
ることは，過去時制の標識-ɡənが付いていることからも分かる（名詞化接尾辞	
-ɡaayは時制標識と共起しない）。

［３］接近可能性の階層accessibility	hierarchy（Keenan	and	Comrie	1977）との
関係

Keenan	and	Comrie（1977）によれば，関係節となる主要部名詞の文法役割
は，次に示すような階層をなす。

（29）	接近可能性の階層（Keenan	and	Comrie	1977）
主語	>	直接目的語	>	間接目的語	>	斜格	>	属格	>	比較の対象

ハイダ語において「比較の対象」を主要部とする連体修飾節が可能であるこ
とを示す資料を得ていないが，次に示すように，少なくとも所有者までを主要
部とする連体修飾節をつくることが可能である。（30）と（31）は，主要部が
それぞれ修飾部の自動詞と他動詞の主語となっている連体修飾節である。

（30）	自動詞の主語
	 	 	 	 	 ɬaa=ʼuu		 [χidʔiid	 	 xid]		 cʼi-ɡən.
	 	 	 	 	 I=foc		 	 	 bird		 	 	 	 	 fly	 	 	 shoot-past

‘I	shot	a	flying	bird.̓
（31）	他動詞の主語
	 	 	 	 	 [χa		 	 dəŋ		 xidxiidən]=ʼuu		 	 	 ɡyaaɡən		 ʔiiji.
	 	 	 	 	 dog	 	 you	 	 chase[past]=foc	 	 mine		 	 	 	 be[nonpast]

‘The	dog	which	chased	you	is	mine.̓

ハイダ語の二項動詞には，目的語となる名詞句に一切標識が付かない場合（下
の（32））とある一定の標識を必要とするものがある（下の（33））。後者につ
いては，その標識の種類によって動詞を更に細かく分類することができるが，

（33）にあげた動詞tləɢaadɬə	‘breakʼは，その目的語となる名詞句が=ɢiiで標示
されている。この標識は本来的な意味は‘intoʼであるが，この種の「壊す」を表
わす動詞と現われる場合は，その本来的な意味はなく，専ら目的語の標識とし
て働く。
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（32）	直接目的語（1）
	 	 	 	 	 ʼlaa=ʼuu		 	 [na	 	 	 	 sdiŋ		 	 	 ʼlaa	 	 daɢa-s]		 	 	 	 	 	 dii	 	 ʼlaa	 	 qiŋda-ɡən.
	 	 	 	 	 3=foc		 	 	 house	 	 be.two		 3	 	 	 	 have-nonpast		 me		 3	 	 	 	 show-past

‘He	showed	me	two	houses	he	owned.̓
（33）	直接目的語（2）
	 	 	 	 	 [kʼiwaay=ɢii		 ʼlaa	 	 tləɢaadɬə-ɡən]		 ɬə=tləɢuɬɢa-ɡən.
	 	 	 			 the.door=into		 3	 	 	 	 break-past	 	 	 	 	 I=fix-past

‘I	fixed	the	door	that	he	broke.̓

間接目的語が主要部となる場合についてみてみると，ハイダ語には，間接目
的語を標示するための専用の標識はなく，例えば，「受け手」を表わす間接目的
語は	=ɡi	‘toʼで標示されることが多い。（34）は間接目的語となる不定代名詞の
nəŋ	‘oneʼがそのクリティックで標示されている例である9。

（34）	…	 [[nəŋ=ɡi		 ʼla	 	 ɡə	 	 	 ʔisda-ɡaay]1		 ɡaawaa-s]2=ɡi
	 	 	 	 	 	 	 	 indf=to		 	 3	 	 	 indf		 give-nmlz		 	 	 remain[evd]-nonpast=to
	 	 	 	 	 ʼla	 	 ɡə	 	 	 ʔisdaa-s.
	 	 	 	 	 3	 	 	 indf		 give[evd]-nonpast

‘…	she	gave	some	to	one	to	whom	she	had	not	given	it	yet.̓ 	(Swanton	1905:	
49)

この例の［ ］1 で括られた部分（日本語に直訳すれば「彼女がいくらかのもの
（＝食べ物）を与えた人」	<	「彼女が人にいくらかのものを与えた」）が間接目的
語を主要部とする連体修飾節である。この例においては，それが名詞化されて
ɡaawaas	‘remainʼを述語とする連体修飾節の主要部になり，それが更に=ɡiを
伴って主節の間接目的語となっている。

Keenan	and	Comrie（1977）がいうところの「斜格」の名詞句が主要部とな
る連体修飾節の例として，それぞれクリティック=ɡuy	‘towardʼ（35），=ɢan	
‘forʼ（36），=ʔad	‘withʼ（37）によって標示される名詞句が主要部となる場合
をあげておく。

	 9	 例えば，（27）では，同じクリティック=ɡiがhalχa	‘gatherʼの目的語の標識として用いられている。
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（35）	[ŋaalaay=ɡuy=ʼuu		 	 	 huusii	 	 ciiɡəŋ-s-ii]
	 	 	 	 	 the.kelp=toward=foc		 that		 	 	 spawn-nonpast-info
	 	 	 	 	 ɡaŋaa-ɢiiɬ-s=ɡyaan	…
	 	 	 	 	 thick-become-nonpast=when

‘When	the	kelp	on	which	they	spawn	gets	thick,	...̓ 	(Levine	1977:	225)
（36）	[nəŋ=ɢan		 ɬə=ɬɢaŋɡulχa-s]=ɡi=ʼuu		 	 tlʼə=kʼuɢad-ɡən.
	 	 	 	 	 indf=for		 	 I=work-nonpast=to=foc	 	 they=tell.a.lie-past

‘They	lied	to	the	one	that	I	worked	for.̓
（37）	[[nəŋ]		 ʔiiɬəŋaa]=ʔad	 	 ɬə=xyaaɬ-ɢasəs]=ʼuu
	 	 	 	 	 indf		 	 	 be.male=with		 	 I=dance-fut[nonpast]=foc
	 	 	 	 	 dii	 	 daaɢa	 	 	 ʔiiji.
	 	 	 	 	 my		 brother		 be[nonpast]

‘The	man	(=	lit.	the	one	who	is	male)	that	I	will	dance	with	is	my	brother.̓

最後に「属格」名詞についてみてみると，ハイダ語には譲渡可能所有と譲渡
不可能所有の区別がある。前者の所有句は，「所有者ɡyaa	(ɢa)被所有者‐限定
接尾辞」というように，所有者と被所有者の間に所有関係を表わすɡyaa	(ɢa)と
いう小詞particleが入り，更に被所有者に限定接尾辞（def）-ɡaay	~	-aayが付加
される（限定接尾辞については3.2も参照）。（38）は所有者の不定代名詞のnəŋ
が主要部となる連体修飾節の例である。

（38）	[nəŋ	ɡyaa	 endʒin-ɡaay		 daɡuyaa-s]=ʼuu		 	 	 	 ʼlaa=ɡi		 ɢaadɢiidəŋ-ɡiin-ii.
	 	 	 	 	 indf		 poss		 engine-def		 	 strong-nonpast=foc	 3=to	 	 	 tow[habit]-past-info

‘…,	somebody	whose	engine	was	strong	used	to	tow	him.̓

対して，譲渡不可能所有では，所有者と被所有者が並置され，被所有者には
身体部位名称かそれ以外（例えば，親族名称など）かによって異なる接辞が付
く。例えば，下の（39）は，不定代名詞nəŋ	‘the	oneʼが所有者，χaŋʔii	‘eyesʼ
が被所有者となる所有句において，その所有者が主要部となる連体修飾構造の
例である。
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（39）	…	 [nəŋ	 	 χaŋʔii	 	 stʼi+tləjaawaa-s]
	 	 	 	 	 	 	 	 indf		 	 eye		 	 	 	 be.sick+so[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 ɡəm		 ɡi		 ɡina		 xátʼas-ɢaaŋaa-s.
	 	 	 	 	 neg	 	 to		 indf		 be.nothing.wrong-neg[evd]-nonpast

‘ …	there	was	nothing	wrong	with	the	one	whose	eyes	had	been	so	sore.̓ 	
(Swanton	1905:	8)

更に，（40）では，被所有者であるdajiŋ	‘hatʼに接尾辞-ɢaが付いて所有関係が
示されており，その所有者である不定代名詞nəŋ が主要部，続くtlah-ɡaa-sが
修飾部となる連体修飾構造をなしている。尚，この連体修飾構造は，その後の	
ʔwaanawaay	‘thread	of	lifeʼ	の所有者でもある。

（40）	ɡyaan	 	 [nəŋ	 	 dajiŋ-ɢa		 	 tlah-ɡaa-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔwaanawaay=ɡi=sɢun=χan
	 	 	 	 	 and	 	 	 	 indf		 	 hat-attr		 be.new-evd-nonpast		 thread.of.life=to=only=emph
	 	 	 	 	 ʼla	 	 χaɢad-sɢa-s=ɡyaan…
	 	 	 	 	 3	 	 	 seize-to.centre-nonpast=and

‘Then	she	seized	only	the	thread	of	life	of	the	person	whose	hat	was	new,	
…ʼ	(Swanton	1905:	31	[Enrico	1995:	114])

Keenan	and	Comrie（1977:	91）によれば，ヨルバ語Yorubaでは譲渡不可能所
有における所有者が主要部となるような連体修飾構造は好まれないようである
が，ハイダ語では，そのような制約はないとみられる。

3.2　主要部の定性
これまでみてきた例から明らかなように，ハイダ語には，主要部が移動せず

にそのまま修飾部に残る主要部内在型の連体修飾構造がみられる。Williamson
（1987），Basilico（1996）によれば，そうした主要部内在型の連体修飾構造に
おいては，その主要部は形態的に不定indefiniteであるとされるが，ハイダ語に
おいては，主要部が普通名詞である場合は，限定接尾辞-ɡaay	~	-aayが付加さ
れ得ることから，それらの主張は当て嵌まらないといえる。ハイダ語における
限定接尾辞の機能については，より詳しい調査が必要であるが，少なくとも，

（a）それが付加される名詞が先行文脈において言及され，話し手と聞き手の間
でその指示対象が了解されている場合，あるいは，（b）話し手と聞き手の間で
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それが特定のものを指示することが了解されている場合に，この限定接尾辞が
付加されるといえる。例えば，次の（41）は前者，（42）は後者の例である。

（41）	siɬɡyaan		 tʼaləŋ		 sdyaal-ɡaay=dləw		 	 	 [tləwaay=ɡu=ʼuu		 ʔis]=sda
	 	 	 	 	 back	 	 	 	 	 we		 	 	 return[nmlz]=when	 	 the.boat=at=foc	 	 	 be=from
	 	 	 	 	 nəŋ		 ʔiiɬəŋaa	 ɢad-ɡi.
	 	 	 	 	 indf		 be.male		dive-into.water

‘On	our	way	back,	one	man	dove	into	the	water	from	the	boat	(we)	were	
on.̓
――	 先行文脈において、「私たち」が「ボート」に乗って移動しているこ

とが述べられている。
（42）	…	 [ɢadɡicʼaaʔwaay		 naay	 	 	 	 	 	 ʔun=ɡu		 ʔis-is]=ɡuy
	 	 	 	 	 	 	 	 the.window	 	 	 	 	 	 	 the.house		 top=at		 	 be-nonpast=toward
	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 qiiχaay=dləw		 	 	 	 	 ʔiid	 	 skuji=χan		 	 	 yaan	 	 ɡəw-ɡən.
	 	 	 	 	 we		 	 	 look[nmlz]=when		 our		 	 bone=emph		 	 truly	 	 miss-past

‘ …	when	we	looked	up	toward	the	window	which	was	on	the	roof	of	the	
building,	we	were	really	surprised.̓
――	 その「建物」において「屋根」にある「窓」は一つしかない。

主要部となる普通名詞が「定」であることは，ここにあげた限定接尾辞だけ
でなく，連体修飾節における動詞の時制標識の有無によっても示される（4.1参
照）。とりわけこの限定接尾辞が付加されない不定代名詞が主要部となる場合
は，その指示対象が「定」であることを示すために，修飾部の動詞の時制標識
がその機能を担う。

主要部の定性に関連して，所有句構造をみてみると，ハイダ語において区別
される譲渡可能所有と譲渡不可能所有のうち，まず譲渡可能所有における被所
有者が他動詞の目的語である場合，主語がその所有者と同じであれば，所有者
は再帰所有代名詞ʔaŋɢaを用いてʔaŋɢa	NP	‘own	NPʼのように表わされ，一方，
主語と所有者が異なれば，NP1	ɡyaa(ɢa)	NP2	‘NP1ʼs	NP2ʼ	あるいは	NP2	NP1-ɢa	
‘NP1ʼs	NP2ʼ	のように表わされる（但し，主語と所有者が同じ，すなわち再帰所
有を表わすこともある）。下の（43a）は主語と所有者が同じ場合，（43b,	bʼ）は
主語と所有者が異なる場合である（目的語を下線で示す）。いずれにおいても被
所有名詞であるχa	‘dogʼ（下の例では形態音韻規則でχaaになっている）に限定
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接尾辞-ɡaayが付加されている（3.1も参照）。

（43）	a.	χaaɡaay	 	 ʔaŋɢa	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 the.dog		 	 own		 	 	 3	 	 	 	 see-past

‘He	saw	his	own	dog.̓
	 	 	 	 	 b.	̓ laa	 	 ɡyaaɢa	 	 χaaɡaay	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 3	 	 	 	 poss		 	 	 	 the.dog		 	 3	 	 	 	 see-past
	 	 	 	 	 bʼ.	 χaaɡaay	 	 ʼlaa-ɢa		 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 	 the.dog		 	 3-attr		 3	 	 	 	 see-past

‘Hei	saw	hisj/his	own	dog.̓

これらの例における被所有者χaaɡaay	‘the	dogʼを主要部とする連体修飾構造
は，次に示すとおりである。いずれもχaaɡaay	‘the	dogʼが主節の動詞qiŋ	‘seeʼ
の目的語となっている。

（44）	a.	[χaaɡaay		 haana-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔaŋɢa	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 the.dog		 	 	 be.pretty-nonpast	 	 own		 	 	 3	 	 	 	 see-past

‘He	saw	his	own	pretty	dog.̓
	 	 	 	 aʼ.	 *[χaaɡaay	 	 ʔaŋɢa	 	 haanas]		 ʼlaa	 	 qiŋɡən.
	 	 	 	 b.		 [ʼlaa		 ɡyaaɢa	 	 χaaɡaay	 	 haana-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 3	 	 	 	 poss		 	 	 	 the.dog		 	 be.pretty-nonpast	 	 3	 	 	 	 see-past
	 	 	 	 bʼ.	 [χaaɡaay		 ʼlaa-ɢa		 haana-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 the.dog		 	 	 3-attr		 be.pretty-nonpast	 	 3	 	 	 	 see-past

‘Hei	saw	hisj/his	own	pretty	dog.̓

この例から明らかなように，再帰所有代名詞ʔaŋɢaは連体修飾節の外に置かれ
るのに対し（（44a）と（44aʼ）を比較），主節の主語と目的語となる所有句の
所有者が異なる場合，所有者は連体修飾節の中に入る（（44b,	bʼ）を参照）。再
帰所有代名詞が連体修飾節の外にあることは，（44aʼ）の連体修飾節だけを取り
出すと，単独の文として成り立たないことからも窺える（（44b,	bʼ）の連体修飾
節は，それだけでも文として成立し得る）。
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（44aʼʼ）	*χaaɡaay	ʔaŋɢa	haana-s.

一方，譲渡不可能所有における被所有者が他動詞の目的語として現われ，か
つ，主語と所有者が同じである場合には，被所有者となる名詞に再帰所有を示
す接尾辞-ŋ（~	əŋ	~	iŋ ）が付加される。例えば（上と同様，目的語には下線を
付す），

（45）	a.	jaaɢa-ŋ		 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 wife-refl.poss	 	 3	 	 	 	 see-past

‘He	saw	his	own	wife.̓
	 	 	 	 	 b.	qajiŋ		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ɬə=tləsɡiidən.
	 	 	 	 	 	 	 head[refl.poss]		 I=touch[past]

‘I	touched	my	head.̓

しかし，主節の目的語となる被所有者が主要部となる連体修飾構造において
は，被所有者に再帰所有を表わす標識が付かず，所有者は，３人称代名詞であ
ればクリティック形ʼlə=，それ以外の人称代名詞の場合は，被所有者に並置さ
れて示される。例えば，

（46）	a.	[ʼlə=jaaɢa		 haana-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 his=wife		 	 be.pretty-nonpast	 	 3	 	 	 	 see-past

‘Hei	saw	hisi/j	pretty	wife.̓
	 	 	 	 	 b.	[ʼlə=qaji		 kʼaaɡaa-s]		 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 tləsɡiidən.
	 	 	 	 	 	 	 his=hair	 	 be.dry-nonpast		 	 3	 	 	 	 touch[past]

‘Hei	touched	hisi/j	dry	hair.̓
	 	 	 	 	 c.	ɬaa=ʼuu		 [dii		 stʼaay		 kʼucʼiɡa-s]		 	 	 	 	 	 	 xiɬda-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 I=foc		 	 	 my		 foot		 	 	 be.itchy-nonpast		 scratch-past

‘I	scratched	my	itchy	foot.̓

従って，（46a）（46b）において，主語（=３人称代名詞）とその所有者が同一
であるのか，それとも異なるのかは，文脈がなければ曖昧になってしまう。
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４．修飾部の構造

本節では，ハイダ語の連体修飾構造の修飾部について，単純な構造をなすも
の（すなわち，修飾部が動詞１語からなるもの）からより複雑な構造をなすも
の（すなわち，修飾部が節である場合や一つの主要部に対し複数の修飾部があ
る場合）の順に扱うことにする。

4.1　修飾部におけるTAM標識
ハイダ語の連体修飾構造の修飾部に現われる時制・アスペクト・ムードに関

わる標識（TAM標識）は，主節のそれに比べ，その現われに制約がある。すな
わち，連体修飾節に現われるTAM標識は，主節に現われるそれと若干異なる。

まず，主節に現われるTAM標識をみると，それらの組み合わせは（47）に
示すようにまとめられる。表中の[1]などは，それらの承接順序を表わし，同じ
位置（スロット）に入る要素は範例関係にあり共起することができない。また，
括弧内にある要素は随意的である。

（47）	主節の述語に現われるTAM標識とその組み合わせ

これらのTAM標識のうち，[2]に現われる４つの接尾辞は，文末の述語を形成
するための必須要素であるのに対し，[1]と[3]の要素は随意的である10。[2]の
要素のうち，-sと-ɡaは，ともに「非過去」を表わし，いずれも主節に現われ
得るが，前者は，前の文で示される時制によって決まる相対的な時制の標識で
あるのに対し，後者は，前の節とは関係なしにより明示的に「非過去」を表わ
す標識である。また，[2]の-0（ゼロ標識）は，命令文や極性疑問文（現在時
制）に現われる。[1]に現われる-ɡaa ［evd］と[3]の-ii	［info］は，[2]の-ɡa 

[1] [2] [3]

(-ɡaa	[evd]) -ɡən	[past]
-s	[nonpast] (-ii	[info])

-ɡa	[nonpast]
-0

	 10	 実際には，TAM標識は他にも認められるが（Hori	2016参照），ここでは連体修飾構造に主に関わる
ものだけを取り上げた。尚，現在の話者が話すハイダ語においては，その文末の述語にこの[2]の
要素が現われない場合も多く見られる（堀	2013参照）。
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［nonpast］，-0と共起しないという制約がある。
一方，連体修飾節に現われるTAM標識とそれらの組み合わせは，次の通りで

ある。

（48）	連体修飾節の述語に現われるTAM標識とその組み合わせ

（47）にあげた主節の述語のTAM標識と異なるところは，連体修飾節の述語の
[2]に「非過去」の-ɡaが現われない点である。このように，主節と連体修飾節
の述語に現われるTAM標識が異なることは，連体修飾節が自立性を欠く従属節
の一種であることを示すといえる。

さて，（47）と（48）を比べて問題となるのは，-0（ゼロ標識）の機能の違い
である。先に述べたように，主節の述部の-0は現在時制の極性疑問文や命令文
に現われる。例えば，

（49）	a.	極性疑問文
	 	 	 	 	 	 	 dəŋ=ɡwaa	 	 qʼud-0
	 	 	 	 	 	 	 (you=inter		 be.hungry-0)

‘Are	you	hungry?ʼ
	 	 	 	 	 b.	命令文
	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa=ɡi=ɬa	 	 tləɢəd-0
	 	 	 	 	 	 	 (3=to=imp		 	 help-0)

‘Help	him/her!ʼ

それに対し，連体修飾節におけるこのゼロ標識は，主要部となる被修飾名詞
が不定である（より厳密にいえば，聞き手が了解していないと思われる新出の
情報である）ことを表わし，定性を示す-s（非過去）と対立をなす。例えば，
下例における主要部の名詞（（50）の ŋaal ɢaʔandaa	‘seaweedʼ，（51）のtləw	
‘boatʼ）は，いずれもその前の発話に現われておらず，その談話において初めて
導入された新出の情報を担う。

[1] [2] [3]

(-ɡaa	[evd]) -ɡən	[past]
-s	[nonpast] (-ii	[info])

-0
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（50）	ɡaay=haw		 [ŋaal	ɢaʔandaa		 ʔiwdəla-0]		 	 daal-ɬɢaɬda-tlʼəχaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 that=foc	 	 	 seaweed	 	 	 	 	 	 	 	 be.big[pl]-0		 by.current-rotate-arrive[evd]-past

‘A	large	amount	of	seaweed	came	floating	with	it.̓ 		(Swanton	1905:	33)
（51）	[tləw		 ʔaadaɡaa-0]=ʼuu		 	 	 ʔij-ii-ɡən.
	 	 	 	 	 boat		 	 be.different-0=foc		 	 be-evd-past

‘There	was	a	different	boat.̓

いずれの例においても主要部となる名詞には3.2で述べた限定接尾辞-ɡaayが付
加されていない点にも注意されたい。

一方，それと対立する-sは，その主要部となる名詞句が，話者が聞き手によっ
て同定され得ると想定する対象を表わす際に，その修飾部の述語に付加される。
この場合，前の発話において言及されている必要はないので，必ずしも旧情報
を表わすわけではない。

（52）	ɡaay=sda		 	 ʔisiŋ	 	 ɡaŋəŋ		 ʼlaa	 	 saawɡaay=dləw
	 	 	 	 	 that=from		 	 again		 like	 	 	 	 3	 	 	 	 say[nmlz]=when
	 	 	 	 	 [ɡina		 ʼla	 	 suuda-s]=ɢan		 	 	 	 ʼlə=ʔunsidaɬ-s.
	 	 	 	 	 indf		 	 3	 	 	 tell-nonpast=for		 	 3=understand-nonpast

‘When	he	said	like	(this),	she	understood	what	he	told	about.̓ 	(Swanton	
1905:	27	[Enrico	1995:	108])

（53）	taanuud=ɡyaan		 [ciinaay		 sɡuɢa-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 hayluu-s=ɡyaan
	 	 	 	 	 in.the.fall	 	 	 	 	 	 	 fish[def]		 go.up.river-nonpast		 disappear-nonpast=when
	 	 	 	 	 χaw-ɡaay		 sqʼasɡiidən.
	 	 	 	 	 fish-nmlz	 	 be.closed[past]

‘In	the	fall,	when	fish	going	up	the	creek	(to	hatch)	disappeared,	the	fishing	
was	over.̓ 	(=	(4))

（54）	ɡəm=ʔəsəŋ		 [naaɡaay=ɢa	 	 	 qaaxul+naay		 	 	 ʔisis]
	 	 	 	 	 neg=too	 	 	 	 house[def]=in		 defecate+room	 	 be[nonpast]
	 	 	 	 	 ʼlə=ɡyaaɡiŋ-ɡuda-ɢəŋ.
	 	 	 	 	 3=use-want-neg

‘He	did	not	want	to	use	the	toilet	which	was	in	the	house.̓ 	(=	(6))

（52）の連体修飾節の述語に-sが付いているのは「彼が言ったこと」が先行文
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脈から何のことか特定できるからである。また，（53）の連体修飾節の主要部	
ciinaay（<	ciina-ɡaay）は特定の「魚」というよりも一般的なそれ，更に，（54）
の主要部qaaxul+naay	‘toiletʼは，先行文脈にはないものの，一般的に「家」に
は「トイレ」があることから，聞き手が容易に同定できるゆえに，その修飾節
に-sが現われているといえる。尚，主要部の定性は，3.2で述べたように，主要
部となる名詞に限定接尾辞-ɡaayを付すことによっても示されるが，主要部に
付くそれと修飾部の述語に付加される-sは同時に現われる必要はなく，それら
いずれか一方により，主要部の定性が示される。

このように，連体修飾節の述語に現われる-sとゼロ標識の主たる機能が主要
部の定性を表わす点に着目すれば，主節に現われるそれら（上の（47）を参照）
とは，形式は同じでも機能が異なるといえる。しかし，主節に現われるゼロ標
識は，命令文と疑問文に現われることから広い意味でのirrealis（あるいは不定
や不特定の出来事）を表わすとみれば，連体修飾節のゼロ標識が主要部の不定
性を表わすことと大きな隔たりがあるわけではない。一方，主節の-s（非過去），
更に-ɡa（非過去）や-ɡən（過去）はrealis（あるいは定や特定の出来事）を表
わすとみれば，-sなどが連体修飾節において定性を表わす-sこととやはり相通
するものがあるといえる。このような相通性がみられるのは，いずれも純粋に
時制を表わすのではなく，ムードにも関わる要素であるからであろう。

連体修飾節における過去時制の標識は，主節の述語で表わされる出来事より
も前に起きたことを表わす。例えば，主節が過去時制の場合，主節の時制を参
照点として，連体修飾節の述語が表わす行為や出来事が主節のそれらよりも前
に生起したことが示される。

（55）	huu		 	 [tləsdaa=χan=ʼuu	 	 	 	 	 	 daalə		 	 	 tlʼə=ɡijiɡiidən]
	 	 	 	 	 then		 	 quite.a.while.ago=foc		 	 money		 	 they=hold[past]
	 	 	 	 	 ʔiid=ɡi	 	 tlʼə=ʔisdas.
	 	 	 	 	 us=to		 	 	 they=give[fut]

‘They	will	give	us	money	that	they	have	kept	for	a	long	time.̓
（56）	[dii		 	 jaasɢa		 dii=ɡi	 	 	 ciina		 ʔinaɢwaay	 	 ʔisda-siŋ-ɡən]=kʼyaawɢa
	 	 	 	 	 my		 	 sister		 	 me=to		 	 fish	 	 	 half		 	 	 	 	 	 	 	 give-promise-past=for
	 	 	 	 	 ɬə=ɢəd+qʼəw-ʔu.
	 	 	 	 	 I=wait+sit-sg

‘I	sat	down	and	waited	for	the	half	of	fish	that	my	sister	promised	to	give	
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me.̓ 	=	(5)
（57）	[ʼlaa	 ɡyaaɢa		 qayɬaay		 qʼamalɡən]		 qiiχa-ɡən.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 poss		 	 	 	 the.dish		 	 crack[past]		 find-past

‘He	found	his	cracked	dish.̓

連体修飾節の述語が過去時制で表わされる場合は，主要部名詞の定性は，限定
接尾辞-ɡaayが付加されることによって示され（例えば，（57）qayɬaay	［<	qayɬə-
ɡaay］	‘the	dishʼを参照），逆に限定接尾辞がなければ，不定であることが表わさ
れる。

しかし，Swanton（1905）でみられるハイダ語11 においては，連体修飾節の
述語が主節のそれよりも前の出来事や行為を表わす場合は，連体修飾節の述語
に証拠性接尾辞-ɡaa（~	-yaa	~	-aa	~	-ii）が付加され，更にその後に-sか-0が
付くことによって，連体修飾節の主要部名詞が定（-sの場合）か不定（-0の場
合）かが示される。例えば，

（58）	ɡyaan		 	 [ʼlaana		 	 ɢa-ɢudyaa-0]=ɢansda		 ʼla		 	 ɡi-daal-tlʼəχa-ɢaawaa-s.
	 	 	 	 	 and	 	 	 	 town	 	 	 	 cl-lie[evd]-0=to		 	 	 	 	 3	 	 	 cl-root-arrive-pl[evd]-nonpast

‘Then	they	came	to	a	town.̓ 	(Swanton	1905:	41)
――	 ʼlaana	‘townʼは先行文脈にはなく，その発話に新たに導入されたも

の。
（59）	sdalaay=qulɡi	 	 	 [nəŋ	 	 ʼla	 	 ɢiiɬɡii-da-tlaaɡaaŋaa-s]
	 	 	 	 	 the.cliff=above		 	 indf		 	 3	 	 	 be.completed-caus-first[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 sdalaay=ɡuusda		 	 	 	 	 ʼla	 	 kitʼa-ɡaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 the.cliff=from.upon		 	 3	 	 	 push.with.pole-into.water[evd]-past

‘He	pushed	the	one	(canoe)	that	he	finished	first	on	the	brow	of	the	hill	into	
the	water	from	the	hill.̓ 	(Swanton	1905:	33)	=	(16)
――	 先行文脈においてその登場人物が「ボート」を作るという情報が与

えられているために，その指示対象が何であるか同定することがで
きる。

	 11	 おそらく1800年代半ばに生まれた話者を対象としている。
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（60）	[tlʼaaɬda		 	 ʔun=ɡu		 ʼla	 	 taydi-ɡaaŋaa-s]		 	 	 	 	 	 	 ʔun=ɡu	
	 	 	 	 	 board		 	 	 	 	 top=on		 3	 	 	 lie-habit[evd]-nonpast		 top=on
	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 tlʼə=tlə-tay-s.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 they=by.hand-lie-nonpast

‘They	laid	him	upon	the	plank	on	which	he	used	to	lie.̓ 	(Swanton	1905:	
13–14)
――	 先行文脈において「板」に関する言及はないが，「いつも横たわっ	

ていた」特定の「板」を指示するとみて，限定的としているとみら
れる。

主要部名詞が不定であることは，連体修飾節の述語に付く-0だけでなく，過去
時制の-ɡənによっても示される。つまり，この場合，-0と-ɡənはほぼ等価の機
能を有すると考えられる。例えば，

（61）	ɡyaan=ʼuu	 	 [stlʼəŋ=ɢa		 ɡə	 	 	 na-χaŋ-daayaa-ɡən]		 	 	 χaŋ=ɡuusda
	 	 	 	 	 and=foc		 	 	 far.upinlet		 indf		 live-pl-caus[evd]-past		 	 front=from.upon
	 	 	 	 	 tlʼə=jidxiidən-ii.
	 	 	 	 	 3pl=shoot[past]-info

‘Then	some	people	who	had	been	camping	in	the	inlet	began	firing	from	in	
front.̓ 	(Swanton	1911:	277-05)
――	 先行文脈において「入り江で野営をする人たち」に関する言及はな

い。

この証拠性接尾辞は，主節の述語動詞に付加される場合は，その述語で表わさ
れた出来事などについて話者が間接的に知っていることを表わすが，連体修飾
節の述語に付加された場合は，そうした認識などのムードに関わるのではなく，
端的に主節の出来事よりも前に生起したことを表わすと考えられる。Swanton
が記録した時代のハイダ語においては，主節と連体修飾節においてそのような
証拠性接尾辞の使い分けがなされていたといえる。更に，その時代のハイダ語
においては，連体修飾節の述語が過去の出来事を表わす場合，主要部の定性は，
その述語に-sもしくは-0が付くことによって表わされていたが，現代のハイダ
語では，上に述べた通り，主要部に付く限定接尾辞の有無によって示されるよ
うになった。こうした変化が生じたのは，現代の話者が話すハイダ語では，そ
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もそもこの証拠性接尾辞がほとんど現われなくなったことが大きく関与してい
ると考えられる。現代の話者でも，過去の疑問文において，時制標識として証
拠性接尾辞を用いることがあるが，その現われが縮小したのは，この接尾辞に
伴う形態音韻規則が複雑であることがひとつの要因として考えられるかもしれ
ない（この辺りの変異と変化については，堀	2013で述べたことがある）。

尚，Swanton（1905）において，現代の話者のように，連体修飾節が過去を
表わす場合に証拠性接尾辞を伴わずに過去時制の-ɡənだけが現われる例は，皆
無ではないものの，極めて少ないようである。

上にあげた連体修飾節の述語に現われるTAM標識とその組み合わせ（48）に
は，更に[3]の位置に現われる要素として-ii［ info］がある。Enrico（2003:	
1334ff.）によれば，この接尾辞は，特に自動詞の主語となる名詞句が指示する
対象を追跡し，それがその談話の主題として機能していることを表わすなど，
情報構造に深く関わっているとみられる。しかしながら，現代の話者のハイダ
語においては，この接尾辞の使用は廃れかかっており，特に連体修飾節の述語
に現われることがほとんどなくなってきているので，連体修飾節における働き
についてはまだ十分な解明に至っていない。下にあげるのは，この接尾辞を使
用する話者（故人）の発話から得たものである。

（62）	…	 huu		 qaydaay	 	 qʼul	 	 ʔisəŋ		 [ɡə=ɡu		 ʔijii-ɡən-ii]=ɡu=χan
	 	 	 	 	 	 	 	 then		 the.tree		 	 root		 again		 indf=at		 be[evd]-past-info=at=emph
	 	 	 	 	 ʔiijin.
	 	 	 	 	 be[past]

‘…	the	tree	root	was	at	the	place	where	it	had	been	before.̓
（63）	…	 [qʼad=xuy		 	 	 	 	 	 ɬdayiɡeey=ɢii=ʔəsəŋ	 	 	 ɡə	 	 	 daalɢuy-s-ii]
	 	 	 	 	 	 	 	 offshore=toward		 the.deep.place=into=too		 indf		 go.by.current-nonpast-info
	 	 	 	 	 ɡaay=ʔəsəŋ		 ɡəm		 qiŋ-ɢəŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 these=too		 	 	 neg	 	 see-neg-past

‘ … (people)	did	not	see	these	(=	sea	otters)	that	went	into	the	deep	place	
by	tide	offshore.̓

（62）と（63）のいずれにおいても問題となる接尾辞-iiは連体修飾節の述語と
なっている自動詞に付加されている。（62）ではその主語として現われている
qaydaay qʼul	‘the	tree	rootʼ（但し，主節と同じであるため，連体修飾節では現
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われていない）は，その先行文脈では３人称代名詞で指示され，しかも目的語
として現われており，それが主語として現われた時，主題であることを示すた
めにこの接尾辞が用いられていると考えられる。（63）の不定代名詞の ɡə の指
示対象は「ラッコ」であるが，やはり先行文脈では目的語として現われており，
この接尾辞は，主語として現われたそれが主題であることを示すために付加さ
れていると考えられる。

この接尾辞の現われは，同じ節や文に現われる名詞句の定性，またその名詞
句の文法役割（自動詞主語の場合に多いが，他動詞主語では少ないなど）が関
係していることがEnricoによって指摘されており，それらを含めてこの接尾辞
の現われについて考察を重ねる必要がある。

4.2　複雑な構造をなす修飾部
ここでは，修飾部が比較的複雑な構造となっているものをあげるが，どの程

度，複雑にしうるのか，また，複雑な構造をなす節に現われる名詞句のいずれ
を主要部とし得るのかについては，その詳細を論じるほど十分な資料が揃って
いないので，ここでは，その一部しか扱えないことを予め断っておく。

まず，一つの主要部に複数の修飾語（節）がある場合をみてみると，その修
飾部が状態などの形容詞的な概念を表わす動詞の場合は，おおよそ［property	
–	value	–	dimension	–	quantity］（形容詞の概念の意味範疇はDixon	2004を参照）
の順で現われる。

（64）	a.	qʼiid=ɡu		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [na	 	 	 	 ʼlaa	 	 	 	 	 kaljuu]	 	 ʼla	 	 daɢa.
	 	 	 	 	 	 	 Burnaby.Narrow=at	 	 house	 	 be.good		 be.big	 	 	 3	 	 	 have

‘He	had	a	big	good	house	in	Burnaby	Narrow.̓
	 	 	 	 	 	 	 [be.good	(value)	–	be.big	(dimension)]
	 	 	 	 	 b.	…ʼlaa=ɢansda		 [ɡə		 	 ʔiiɬəŋ-cʼida		 haana	 	 	 	 	 	 	 	 sdiŋ]
	 	 	 	 	 	 	 	 	 3=to	 	 	 	 	 	 	 	 indf		 be.male-pl		 be.handsome		 be.two
	 	 	 	 	 	 	 ɡaŋdaal-tlʼəχa-s.
	 	 	 	 	 	 	 walk-arrive-nonpast

‘…two	handsome	men	(lit.	two	who	were	male	and	handsome)	came	to	
her.̓ 	(Swanton	1905:	49)
[be.male	(property)	–	be.handsome	(value)	–	be.two	(quantity)]
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また，［age］は［property	–	value］の後，［quantity］の前に現われるとみられ
る。

（65）	a.	[nəŋ	 	 waasdan		 	 	 jinaɡaa	 	 hitʼaɢan+ʔinaa]=ʼuu		 sɡindaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 indf		 	 be.western		 be.lady		 be.young=foc	 	 	 	 	 	 	 steer[evd]-past

‘A	young	white	girl	drove	the	car.̓
	 	 	 	 	 	 	 [be.western	(property)	–	be.lady	(property)	–	be.young	(age)]
	 	 	 	 	 b.	ɡaay=ɢaɡən=ʼuu		 	 	 	 	 [0		 hitʼaɢan+ʔinaa		 	 qwaan]
	 	 	 	 	 	 	 that=because.of=foc		 	 	 	 	 be.young		 	 	 	 	 	 	 be.many
	 	 	 	 	 	 	 χaayda+kil		 	 	 	 	 sqʼadɢayaay=χansɡu		 	 ɬə=ɡudəŋ-ɡa.
	 	 	 	 	 	 	 Haida.language		 learn[nmlz]=for		 	 	 	 	 	 I=think-nonpast

‘For	that	reason,	I	wish	many	young	people	learn	Haida.̓
	 	 	 	 	 	 	 [be.young	(age)	–	be.many	(quantity)]12

更に［colour］は［dimension］の前に現われる。

（66）	ɡə	 	 	 tʼaləŋ		 xalɬɢadaaldeey=dləw		 [taan		 ɬɢaɬ		 	 	 	 	 kaljuu]
	 	 	 	 	 indf		 we		 	 	 drive[nmlz]=when		 	 	 bear		 	 be.black	 	 be.big
	 	 	 	 	 ɬɢayuu=ɡu		 	 	 tʼaləŋ		 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 Dead.Tree=at		 we		 	 	 see-past

‘While	driving,	we	saw	a	big	black	bear	at	Dead	Tree.̓
	 	 	 	 	 [be.black	(colour)	–	be.big	(dimension)]

［dimension］と［age］の前後関係，あるいは，［value］と［colour］の前後
関係など，細部について十分に明らかにしていないところがあるが，［property］
が主要部に最も近く，［quantity］が主要部から最も離れているといえる。しか
し，下記の例のように，名詞+動詞からなる複合動詞（いわゆる名詞抱合）が
修飾部に現われる場合（下記ではχaŋʔii+qaɢa	(eyes+disappear)	‘be	blindʼ）は，

［property］は［quantity］（下記ではsdiŋ	‘be	twoʼ）よりも外に現われるとみら
れる。

	 12	 但し，（65b）では主要部が省略されている（3.1参照）。
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（67）	[0		 ʔiiɬəŋ-cʼida		 qʼayaa-s	 	 	 	 	 sdiŋ		 χaŋʔii+qaɢa-s]
	 	 	 	 	 	 	 	 be.male-pl		 old-nonpast	 	 two		 eyes+disappear-nonpast
	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 see-past

‘He	saw	two	blind	old	men	(lit.	two	men	whose	eyes	disappeared).̓

また，［quantity］を表わすものでも述語になり得ないʔwaa=dləw=χan	‘allʼや
sɢwaana	‘one	ofʼなどの数量詞は，連体修飾節の外に現われる13。

（68）	[ɡina=χan	 	 dawuŋ-sɢa]	 	 	 	 	 	 	 ʔwaa=dləw=χan=ʼuu
	 	 	 	 	 indf=emph	 	 be.close-to.centre	 	 all=foc
	 	 	 	 	 siɬɡyaan		 	 tʼaləŋ		 ʔisda-ɡəŋ-ɡiin-ii.
	 	 	 	 	 backward		 we		 	 	 bring-habit-past-info

‘We	used	to	bring	back	all	the	stuff	that	was	close	(to	us).̓
（69）	dləw	 	 [0=ɢii	 	 ciina		 	 	 sɡuɢa-s-ii]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 sɢwaana
	 	 	 	 	 then		 	 			into	 	 salmon	 	 go.up.river-nonpast-info		 one.of
	 	 	 	 	 dlə-stʼa-ɡiɬ-ŋ=dləw		 	 	 	 	 	 	 	 ʼlə=qada-ŋ=ɡyaan	…
	 	 	 	 	 take.out-to.edge-imp=when	 	 3=slice-imp=and	

‘Then	take	out	one	of	the	salmon	that	comes	up	into	it	and	… ʼ	(Swanton	
1905:	8)

これらの数量詞のうち，sɢwaana	‘one	ofʼは，下の（70a）に示すように，述語
になり得ないが14，数詞（動詞の下位範疇に属する）は述語となり得る（（70b）
において過去時制の標識-ɡənが数詞sɢwaansiŋ	‘be	oneʼに付加されている点に
注意）。

	 13	 これらが述語として現われず，また，連体修飾構造の外に置かれるという事実からこれらをここに
あげた［quantity］を表わす動詞と区別して「数量詞」という別個の語類として立てる必要があろ
う（ハイダ語の語類を扱った堀	2006は，この点を捉えていなかった）。

	 14	 ʔwaa=dləw=χan	‘allʼは，そもそも指示詞ʔwaa	‘thatʼに２つのクリティックが付いた句であるため，
それだけで述語にはならない。
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（70）	a.	*[ɢii		 ciina		 	 	 sɡuɢa-s-ii]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 sɢwaana-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 into		 salmon	 	 go.up.river-nonpast-info		 one.of-past
	 	 	 	 	 b.	[ɢii		 	 ciina		 	 	 sɡuɢa-s-ii]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 sɢwaansiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 into		 salmon	 	 go.up.river-nonpast-info		 be.one-past

‘There	was	one	salmon	going	up	into	it.̓

更に，修飾部が複雑な例として，副詞節が修飾部に含まれるもの（=	（71）），
補文の主語が主要部として現われているもの（=	（72））がある。

（71）	[ʼlaana-ɡaay=ɢa		 ɬaa		 qaa-ɡən=dləw		 χaaydaɢaay	 	 ɬə=qaqan-ɡən]=ʔad
	 	 	 	 	 	 village-def=to	 	 I		 	 	 go-past=when		 people		 	 	 	 	 	 	 I=meet-past=with
	 	 	 	 	 ɬaa		 xyaaɬ-ɢas-ɡa.
	 	 	 	 	 I		 	 	 dance-fut-nonpast

‘I	will	dance	with	people	who	I	met	when	I	went	to	the	village.̓
（72）	huu		 [[ɡina		 skaadəla]	 	 	 	 χaɡu	 	 	 	 ʔisis
	 	 	 	 	 then		 indf		 	 	 be.small(pl)		 halibut		 	 be[nonpast]
	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 ɡudəŋ-ɡən]=ɡuy=ʼuu		 kʼwaay	 	 taŋa		 tʼaləŋ		 ɡiχadɢu+ɡiχaŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 we		 	 	 think-past=to=foc		 	 	 	 first		 	 	 	 salt		 	 we		 	 	 put+stand-past

‘We	stood	and	first	put	some	salt	on	the	small	things	that	we	thought	were	
(pieces	of)	halibut.̓

また，１つの主要部に複数の修飾部が加わっているもの（いわゆるconjoined	
relative	clause	=	（73）（74））がある。この場合，２つの修飾部をつなぐ要素は
現われない。

（73）	[ʼlaa-ɢa		 dəwjaay		 nəŋ		 qʼuɬdaayaa-ɡən]	 	 ʼlaa	 	 qiiχa-ɡən]
	 	 	 	 	 3-attr		 	 the.cat		 	 	 indf		 steal[evd]-past		 	 	 3	 	 	 	 find-past
	 	 	 	 	 kʼudʔwaalaa-ɡən.
	 	 	 	 	 be.dead[evd]-past

‘His	cat	that	somebody	had	stolen	that	he	found	was	dead.̓
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（74）	…	 [nəŋ	 	 ʔiiɬəŋaa]1		 kʼancʼi	ɬɢaɡyaada]2		 ɬtanɬkʼyaa	qaldada]3

	 	 	 	 	 	 	 	 indf		 	 be.male		 	 	 wear.dancing.apron		 wear.cedar.bark.rings
	 	 	 	 	 tləw		 	 dəŋɡidaal-tlʼəχa-sɢa-ɡən	…
	 	 	 	 	 boat		 	 drag-arrive-to.centre-past

‘…	a	man	(lit.	one	who	was	male)	who	wore	a	dancing	apron	and	who	wore	
cedar	bark	rings	dragged	a	boat	…ʼ	(Swanton	1911:	280)

（74）は，不定代名詞nəŋ を主要部とする連体修飾節であり，それを ʔiiɬəŋaa	
‘be	maleʼ，更にkʼancʼi ɬɢaɡyaada	‘to	wear	a	dancing	apronʼとɬtanɬkʼyaa qaldada	
‘to	wear	cedar	bark	ringsʼが修飾している。kʼancʼi ɬɢaɡyaadaは名詞kʼancʼi ɬɢaɡyaa	
‘dancing	apronʼに動詞化接尾辞-daが付いてできた出名動詞である。もう一方の
ɬtanɬkʼyaa qaldadaは，名詞qal	‘alderʼに動詞化接尾辞-daが付いてできた出名
動詞qalda	‘dye	with	alderʼが名詞 ɬtanɬkʼyaa	‘cedar	barkʼを修飾し（すなわち，
‘cedar	bark	dyed	with	alderʼ），更にそれに動詞化接尾辞-daが付いて‘to	wear	
cedar	bark	ringsʼという動詞が派生されて主要部nəŋ を修飾するという構造に
なっている。

５．ハイダ語の「関係節」と連体修飾構造

ここでは，議論の便宜上，主要部が修飾部の動詞と統語関係にあるような連
体修飾構造を「関係節」と称することにし，関係節における主要部を同定する
際の問題，更に，関係節以外の連体修飾構造について述べる。

5.1　主要部の同定
先に述べたように，ハイダ語の関係節においては，その述語動詞が節の末尾

にくること以外，主要部の位置は決まっていない。従って，主要部内在型の関
係節において広くみられるように，どれが主要部であるかが曖昧な場合が時と
して生じることがある。例えば，下の文は，二通りの解釈があり得る。

（75）	[nəŋ		 	 jaada-s	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 dəwjaay	 	 qiŋ-ɡən]		 haana-ɡən.	=	(10)
	 	 	 	 	 indf		 	 be.female-nonpast		 	 the.cat		 	 	 see-past	 	 be.pretty-past

(a)	‘The	woman	who	saw	the	cat	was	pretty.̓
(b)	‘The	cat	which	the	woman	saw	was	pretty.̓
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この例における，関係節の中の２つの名詞句の文法役割をみると，nəŋ jaadas	
‘the	womanʼが主語，dəwjaay	‘the	catʼが目的語である（すなわち，関係節の中
においてはSOVの配列順序）が，ハイダ語は他動詞節において常にSOVの配
列順序をとるとは限らず，SとOの順序は，それぞれの名詞句の有生性によっ
て決まる。ハイダ語における有生性は，大まかにいえば，「人間」「（人間以外の）
有生物」「無生物」の３つの範疇に分けられ，例えば，優位である「人間」を表
わす名詞句とそれよりも下位の範疇の名詞句が１つの文に現われた場合，OSV
の解釈も可能になる。すなわち，例えば，（75）における関係節を取り出し，そ
のSとOとなっている名詞句の順序を入れ替えた次の文をみてみると，

（76）	dəwjaay	 	 nəŋ	jaadas	 	 qiŋɡən.
	 	 	 	 	 the.cat		 	 	 the.woman		 saw

(a)	‘The	cat	saw	the	woman.̓
(b)	‘The	woman	saw	the	cat.̓

のように，（a）と（b）の二通りの解釈があり得る。つまり（a）はSOV，（b）
はOSVと解釈した場合であるが，このような二通りの解釈は，2つの名詞句の
有生性に差がある際に生じる。従って，（76）を関係節にした場合，おそらく四
通りの解釈が可能になる。

（77）	[dəwjaay		 	 nəŋ	jaadas	 	 qiŋɡən]		 haanaɡən.
	 	 	 	 	 the.cat		 	 	 	 the.woman		 saw		 	 	 	 was.pretty

(a)	‘The	cat	which	saw	the	woman	was	pretty.̓
(b)	‘The	woman	whom	the	cat	saw	was	pretty.̓
(c)	‘The	woman	who	saw	the	cat	was	pretty.̓
(d)	‘The	cat	which	the	woman	saw	was	pretty.̓

すなわち，（a）と（b）は関係節においてdəwjaay	‘the	catʼを主語とみた解釈，
（c）と（d）はnəŋ jaadas	‘the	womanʼを主語とみた解釈である。但し，実際に
は，（a）か（b）のようにdəwjaay	‘the	catʼを関係節の主語とみる解釈が好まれ
るであろう（それでも，いずれが主要部であるかという曖昧性は残る）。

当然のことながら，関係節に２つの名詞句があったとしても，主節の動詞，
あるいは関係節をホストとするクリティックとの意味的な関連性から，一義的
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に主要部が分かる場合の方が多い。例えば，（78）では主節の述語huuna	‘be	dullʼ
の主語は，一般的な解釈では，関係節にある２つの名詞句のうち，sɢawaay	‘the	
knifeʼしかあり得ない。

（78）	[sɢawaay	 	 Tom		 	 daɢa-s]		 	 	 	 	 	 huuna-ɡa.
	 	 	 	 	 the.knife		 	 Tom		 	 have-nonpast		 be.dull-nonpast

(a)	‘The	knife	that	Tom	has	is	dull.̓
(b)	*‘Tom	who	the	knife	has	is	dull.̓

同様に，（79）では，共格の標識=ʔad	‘withʼがあることにより，そのホストと
なる主要部は，tləw	‘boatʼではなくdii daaɢa	‘my	brotherʼであることが分かり

（すなわち（a）の解釈），（b）のように解釈されることはない。

（79）	[dii		 daaɢa	 	 	 tləw		 daɢa-s]=ʔad=ʼuu		 	 	 	 	 	 	 ɬə=χaw-ʔin-ɡən.
	 	 	 	 	 my		 brother		 boat		 own-nonpast=with=foc		 I=fish-go.on.vehicle-past

(a)	‘I	went	fishing	with	my	brother	who	owned	a	boat.̓
(b)	*‘I	went	fishing	on	a	boat	which	my	brother	owned.̓

ところで，ハイダ語には，焦点標識	=ʼuuとよばれるものがある。この焦点標
識は，名詞句に付き，談話における新情報や取り立てなどを表わすが，焦点標
識が付加されることによってそのホストとなる名詞句などが文頭に移動したと
しても，他動詞節に現われる２つの名詞句の間の文法関係における曖昧性が解
消されるわけでもない。すなわち，（76）の文頭にある名詞句に焦点標識を付け
た下の例においても，やはり２つの名詞句の間の文法関係は変わらない。

（80）	dəwjaay=ʼuu	 	 nəŋ	jaadas	 	 qiŋɡən.
	 	 	 	 	 the.cat=foc	 	 	 the.woman		 saw

(a)	‘It	was	the	cat	that	saw	the	woman.̓
(b)	‘It	was	the	cat	that	the	woman	saw.̓

従って，先にあげた（77）においても関係節の中で最初に現われる名詞dəwjaay
に焦点標識が付いたとしても，どれが主要部であるのかという曖昧性が解消さ
れるわけではないと思われる。



‐ ‐109

尚，焦点標識は，関係節構造の中にも現われることがある。例えば，

（81）	siɬɡyaan		 tʼaləŋ		 sdyaalɡaay=dləw
	 	 	 	 	 back	 	 	 	 	 we		 	 	 return[nmlz]=when
	 	 	 	 	 [tləwaay=ɡu=ʼuu		 ʔis]=sda		 nəŋ		 ʔiiɬəŋaa	 	 ɢadɡi.
	 	 	 	 	 the.boat=on=foc		 	 be=from		 indf		 be.male		 	 dive.into.water

‘On	our	way	back,	one	man	dove	into	the	water	from	the	boat	that	(we)	
were	on.̓ 	(=	(41))

この文でtləwaay=ɡu	‘on	the	boatʼが主節の述語ɢadɡi	‘dive	into	waterʼではなく，
関係節の述語ʔis	‘beʼと結びついていることから，焦点標識=ʼuuによって取り
立てられた要素は［ ］で括った関係節の中にあるということができる（仮に

「海に飛び込んだのがどこからか」を問題にするのであれば，焦点標識は，=sda	
‘fromʼの後に付く）。

5.2　「外の関係」
寺村（1975など［1993］）がいう「外の関係」に相当するようにみえる連体

修飾構造の一つとしてtləɡu	‘how,	the	wayʼを主要部とするものがある15。この
連体修飾構造においては，主要部のtləɡuが修飾部の前に現われるのが特徴であ
る。（82）はtləɡuが主節の主語，（83）は目的語，（84）はクリティック=ʔad	
‘aboutʼのホストとなっている例である。

（82）	…	 tləɡu		 [ɢandlaay		 kwahɡaayaa-ɡən-ii]	 	 ʔaadaaɡaa-ɢyaalɡaa-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 	 how		 	 the.water	 	 flow[evd]-past-info		 	 be.different-become[evd]-past

‘…	how	the	river	flowed	was	different.̓
（83）	tləɡu		 [χaynaŋaa-ɬəŋaa-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 tʼaləŋ		 sqʼadɢa.
	 	 	 	 	 how		 	 be.alive-be.possible-nonpast		 we		 	 	 learn

‘We	learned	how	we	could	be	alive.̓

	 15	 Enrico（2003）は，このような連体修飾構造をfree	relative	clauseと称している。
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（84）	tləɡu		 [χaayda		 kil	 	 	 	 	 	 	 ɬə=sqʼadɢa-s]=ʔad=ʼuu
	 	 	 	 	 how		 	 Haida	 	 	 language		 I=learn-nonpast=about=foc
	 	 	 	 	 ɬə=ɡiʔəɬɢalaaŋda-xidi.
	 	 	 	 	 I=tell.a.story-incep

‘I	am	going	to	talk	about	how	I	learned	the	Haida	language.̓

これらの連体修飾構造において，その主要部であるtləɡuは，修飾部における述
語と文法関係にない，すなわちその項ではない。その点でいえば，寺村（1975
など［1993］）のいう「外の関係」にある連体修飾構造に相当するとみること
ができる16。

また，tləɡu	‘the	way,	howʼ以外にも，tlə	‘place,	whereʼも同様にいわゆる「外
の関係」の連体修飾構造を作る。

（85）	tlə-ɢiid		 	 [tlʼə=cʼiχaaŋaa-s]=ɢii
	 	 	 	 	 place-dis		 they=sit.on.canoe[evd]-nonpast=into
	 	 	 	 	 tlʼə=ɬtalɡaɢii	 	 ʼla	 	 tləɢuɬɢaa-s.
	 	 	 	 	 their=nest		 	 	 	 3	 	 	 make[evd]-nonpast

‘They	arranged	their	nests	here	and	there	where	they	sat	on	the	canoe.̓ 	
(Swanton	1905:	41)

これらtləɡu	‘the	way,	howʼ，tlə	‘place,	whereʼは，間接疑問文で疑問詞として
用いられるという共通点がある。

更に，これら「外の関係」の連体修飾構造に類するものとして，下記のよう
な例がある（いずれもEnrico	2003:	1290による。但し，表記は本稿のそれに統
一し，グロスを一部改めた）。

	 16	 Cf.	日本語：「川が流れる様子」「私たちが生きる術」「ハイダ語を学んだ方法」／「川の流れ方」「私
たちの生き方」「ハイダ語の学び方」
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（86）	ɡyaan	 	 [tlʼə=stʼi-ɡaa=ɢansda		 ʼla	 tlʼə=dləɢa]	
	 	 	 	 	 and	 	 	 	 indf=be.sick-evd=for	 	 3	 they=hire
	 	 	 	 	 ɡina-ɡaay=ʔəsiŋ		 	 qwaanaa-ɡən.
	 	 	 	 	 property-def=too		 	 be.lots[evd]-past
‘And	the	property	for	their	hiring	him	for	sick	people	was	lots	too.̓ 	(Swanton	
1905:	63	[Enrico	2003:	1290]17)

（87）	…	 ɡyaan			 [ʼlə=χaw-ɡaaŋaa-s]		 	 	 	 	 	 	 	 ʔaanii-ɡaay
	 	 	 	 	 	 	 	 and	 	 	 	 3=fish-habit[evd]-nonpast		 	 gear-def
	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 taysdlə-sɢaayaaŋ		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔwan		 suu-ɡa.
	 	 	 	 	 3	 	 	 	 bring-to.centre[evd_comp]		 they		 	 say-nonpast

‘…	and	he	brought	out	the	gear	with	which	he	used	to	fish.̓ 	(Swanton	1901:	
103	[Enrico	2003:	1290]18)

（86）（87）の［ ］で示した部分がそれぞれ名詞ɡina-ɡaay	‘the	propertyʼ，ʔaanii-
ɡaay	‘the	gearʼを修飾しており，その部分だけで節として成り立つ。従って，そ
れらの名詞はいずれも［ ］にある述語（dləɢa	‘hireʼ,	χaw	‘fishʼ）の項ではない。
例えば，（87）のʔaanii-ɡaay	‘the	gearʼは，意味上，χaw	‘fishʼの道具を表わすと
解釈できるので，このような構造以外に，下記のような関係節が可能なはずで
ある。

（87ʼ）	[ʔaanii-ɡaay=ʔad		 ʼlə=χaw-ɡaaŋaa-s]		 	 	 	 ʼlaa	 	 taysdlə-sɢaayaaŋ
	 	 	 	 	 gear-def=with		 	 	 	 3=fish-habit-nonpast	 	 3	 	 	 	 bring-to.centre[evd_comp]
	 	 	 	 	 ʔwan		 suu-ɡa.
	 	 	 	 	 they		 	 say-nonpast

	 17	 訳はEnrico（2003:	1290）による。しかし，Enrico（ibid.）では，ハイダ語を下記のように，原文
のクリティック=ɢansdaを=ɢanに，また，‘be	sickʼと ‘hireʼを表わす動詞に証拠性接尾辞（evd;	
-ɡaa	~	-yaa）を付加するなど，いくつか変更を加えている（表記は本稿のものによる）。

	 	 	 tlʼə=stʼi-ɡaa=ɢan		 	 	 	 	 ʼla	 	 tlʼə=dləɢayaa-ɡən		 	 	 ɡina-ɡaay=ʔəsiŋ	 	 	 qwaanaa-ɡən.
	 	 	 indf=be.sick-evd=for	 	 3	 	 	 they=hire[evd]-past	 	 property-def=too		 	 be.lots[evd]-past
	 18	 Enrico（ibid.）で引用されているのは連体修飾句の部分（‘the	gear	with	which	he	used	to	fishʼ）だ

けで，それ以外は，Swanton（1901）に基づいて堀が補った（但し，表記は本稿のものに統一し
た）。
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すなわち，（87ʼ）において太字で示した主要部に=ʔad	‘withʼがあることにより，
それが関係節において述語 χaw	‘fishʼの道具であることが明示されるとみられ
る19。

このような事実から，（86），（87）のような例も寺村（1975など［1993］）の
いう「外の関係」に相当するとみることができるであろう（cf.	日本語:「彼を
雇う財産」「魚釣りに行く道具」）。ちなみに，Enrico（2003:	1290）は，これら
を定形節finite	clause20が修飾部として働くとみており，やはり関係節の一種と
は見做していない。これらの例に共通するのは，修飾部が被修飾名詞の前に現
われるという点であり，その点からすれば，例えば，（82）や（85）における
ようなtləɡu	‘the	way,	howʼ，tlə	‘place，	whereʼを主要部とする修飾構造や（１）
などにみるような典型的な修飾構造における語順と異なる。

ハイダ語において，このようないわゆる「外の関係」にあるような連体修飾
構造がどの程度認められるのかについては十分な調査ができていない。もし認
められるとすれば，その条件は何かなど，更に明らかにすべき点が多い。尚，

（84）をみると，主節の述語動詞 ɡiʔəɬɢalaaŋda	‘tell	a	storyʼで表わされる話の
内容を示すクリティック=ʔad	‘aboutʼは，tləɡuではなく連体修飾節全体をホス
トとしていることから，連体修飾節全体が名詞句の役割をもつとみることがで
きる。

6．ハイダ語の連体修飾構造をどのように捉えるか

ここでは，ハイダ語の連体修飾構造全体における主要部内在型関係節の位置
付け，更には，これまでみてきた連体修飾構造のいくつかあるタイプをどのよ
うに捉えるのかについて現時点での私見をいくつかまとめて述べることにする。

主要部内在型の関係節をもつ言語は広く認められ，それをどのように位置付
けるかについて，これまで様々な立場から多くの議論がなされてきた。その一
つ一つを具に閲することはできないが，大まかにみて，主要部内在型関係節全
体を名詞化したものとみる立場（例えばBasilico	1996など）と主節の付加詞
adjunctであるとみる立場（吉村2002など）があるとみられる。そのうち，後

	 19	 但し，この点は話者には確認していないので，（87）と（87ʼ）の違いなども含めて明らかにする必
要がある。

	 20	 但し，（86）の修飾部に現われる述語dləɢa	‘hireʼは，Swanton（1905:	63）にある原文では屈折接尾
辞が付いていない（注17に示したEnrico	2003:	1290からの引用と比較）。
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者の立場をとる吉村（2002）は，例えば，下記の（88b）を「の」を主要部と
する主要部内在型関係節とし，その「の」に相当する再叙代名詞resumptive	
pronounが可能である点を指摘している（例も吉村2002:	133による）。

（88）	a.	*（遊びに来た）友達は［［机の上に置いてある］写真i ］をそれi をじっ
とながめていた。

	 	 	 	 	 b.	??（遊びに来た）友達は［［写真 i が机の上においてある］の］をそれ i

をじっとながめていた。

すなわち，主要部外在型の（88a）の場合は，「を」で示される名詞句が２つ連
続するので非文であるが，主要部内在型の（88b）は「を」で示される名詞句
が同じ文の中に２つあっても［ ］で示した主要部内在型の関係節が主節の述語

「ながめる」の項ではなく付加詞であるために許容度が上がるとする。
ハイダ語でも，次にみるように，主要部の名詞句を指示する再叙代名詞が現

われる例がある。

（89）	[tlʼə=suuɢa		 nəŋi		 ɡiwɡaawaa-s]
	 	 	 	 	 3pl=among		 indf		 be.mischievous[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 ɢalaay=ɢan		 	 	 	 ʼlai		 kʼah-ɡaa-s-ii.
	 	 	 	 	 the.mussel=for		 3	 	 	 laugh-evd-nonpast-info

‘The	mischievous	one	among	them,	he	made	fun	of	the	mussels.̓ 	(Swanton	
1905:	37)

この例における主節の３人称代名詞ʼlaは関係節の主要部nəŋ と同一の対象を指
示していることから再叙代名詞とみることができる。この例では，関係節と主
節のいずれにおいても主語であったが，次にあげる（90a）では関係節と主節
の両方においてクリティック（但し，クリティックが異なる）のホストとして，
また，（90b）では関係節において主語として現われている主要部に対して主節
ではそれと同一の対象を指示する再叙代名詞（この場合は指示代名詞ɡaay	‘theseʼ）
が目的語として現われている。
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（90）	a.	ɡyaan	 	 [qʼada	ɢandlaay=tʼaaɡi		 	 	 	 	 	 tlʼə=ɡaysdlaa-s]
	 	 	 	 	 	 	 and	 	 	 	 Seaward.Creek=at.the.mouth		 3pl=float[evd]-nonpast
	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa=ɢá=ʼuu		 tlʼə=ʔiijaŋ		 	 	 	 ʔwan		 suu-ɡa.
	 	 	 	 	 	 	 3=to=foc		 	 	 3pl=be[comp]		 3pl		 	 	 say-nonpast

‘Then	people	floated	at	the	mouth	of	Seaward	Creek,	to	which	they	
came.̓ 		(Swanton	1905:	11)

	 	 	 	 	 b.	…	 [qʼad=xuy		 	 	 	 	 	 	 ɬdayiɡeey=ɢii=ʔəsəŋ
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 offshore=toward		 the.deep.place=into=too
	 	 	 	 	 	 	 ɡə	 	 	 daalɢuy-s-ii]		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ɡaay=ʔəsəŋ		 ɡəm		 qiŋ-ɢəŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 indf		 go.by.current-nonpast-info		 these=too		 	 	 neg	 	 see-neg-past

‘…(people)	did	not	see	these	(=	sea	otters)	that	went	into	the	deep	place	
by	tide	offshore.̓ 	=	(63)

このような代名詞がどのような環境において現われるのかなど，いまだ明らか
にし得ていない点もあるが，少なくともこのように再叙代名詞の使用が可能で
あることから考えれば，吉村（2002）が述べるように，ハイダ語の主要部内在
型の関係節を付加詞と見做すことができるかのようにみえる21。

これまで述べてきたハイダ語の連体修飾構造をまとめると，ひとまず次のよ
うなタイプがあるとみることができる（それぞれの代表となる例を再掲する）。

（91）	ハイダ語における連体修飾構造のタイプ（太字は主要部）
	 	 	 	 	 a.	[	…	(NP)	…	V]	･･･	主要部内在型関係節
	 	 	 	 	 	 	 ɡəm=ʔəsəŋ		 [naaɡaay=ɢa	 	 qaaxul+naay		 	 	 ʔisis]
	 	 	 	 	 	 	 neg=too	 	 	 	 the.house=in		 defecate+room	 	 be[nonpast]
	 	 	 	 	 	 	 ʼlə=ɡyaaɡiŋ-ɡuda-ɢəŋ.
	 	 	 	 	 	 	 3=use-want-neg

‘He	did	not	want	to	use	the	toilet	which	was	in	the	house.̓ 	=	(6)

	 21	 ちなみに，吉村（2002）は，このような再叙代名詞が現われる日本語の例を他にもあげているが，
いずれもその文には「??」が付いており，文法的な適格性は低いと判断されている。
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	 	 	 	 	 b.	[indfi=pp	…	V]	NPi　･･･	主要部外在型関係節
	 	 	 	 	 	 	 ɡyaan	 ʼlə=ɢuŋɢa		 [ɡəi=ɢa		 taana-dyas]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 naayi 	 	 	 	 ʔun=ɡu
	 	 	 	 	 	 	 and	 	 	 3=father		 	 indf=in		 smoke.fish-dur[nonpast]		 the.house	top=at
	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 ʼla	 	 ɢaɬənaa-ɡaa-s.
	 	 	 	 	 	 	 3	 	 	 	 3	 	 	 put.up.on-evd-nonpast

‘He	put	him	up	on	the	top	of	the	house	in	which	he	was	smoking	fish.̓ 	
(Swanton	1905:	13	[Enrico	2003:	566])	=	(11)

	 	 	 	 	 c.	[	…	indfi	…	V]	NPj

	 	 	 	 	 	 	 [ɡə=ɡu		 tlaaləŋ=sda		 	 	 	 	 	 	 	 nəŋi		 ʔwaa-ɡaa-ɡən]		 	 	 χaaydaɢaayj=ʼuu
	 	 	 	 	 	 	 indf=at		 own.husband=from		 indf		 cheat.on-evd-past	people=foc
	 	 	 	 	 	 	 tlʼə=hayluudaayaa-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 they=destroy[evd]-past

‘They	destroyed	the	people	of	the	place	where	someone	had	cheated	on	
her	husband.̓ 	(Swanton	1901:	569	[Enrico	2003:	637])	=	(12)

	 	 	 	 	 d.	[	…	(NPi)	….	V]	NPj　･･･「外の関係」
	 	 	 	 	 	 	 ɡyaan	 	 [ʼlə=χaw-ɡaaŋaa-s]		 	 	 	 	 	 	 ʔaanii-ɡaay
	 	 	 	 	 	 	 and	 	 	 	 3=fish-habit[evd]-nonpast		 gear-def
	 	 	 	 	 	 	 ʼlaa	 	 taysdlə-sɢaayaaŋ		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔwan		 suu-ɡa.
	 	 	 	 	 	 	 3	 	 	 	 bring-to.centre[evd_comp]		 they		 	 say-nonpast

‘ …	and	he	brought	out	the	gear	with	which	he	used	to	fishʼ	(Swanton	
1901:	103	[Enrico	2003:	1290])	=	(87)

	 	 	 	 	 e.	tləɡu/tlə 	[	…	NP	…	V]	･･･「外の関係」
	 	 	 	 	 	 	 tləɡu		 [ɢandlaay		 kwahɡaayaa-ɡən-ii]	 	 ʔaadaaɡaa-ɢyaalɡaa-ɡən.
	 	 	 	 	 	 	 how		 	 the.water	 	 flow[evd]-past-info		 	 be.different-become[evd]-past

‘…	how	the	river	flowed	was	different.̓ 	=	(82)

ところで，3.2で述べたように，譲渡可能所有における再帰所有代名詞ʔaŋɢa	
‘own	NPʼは関係節の中に入ることができない。すなわち，下の（92）（（44a）
の再掲）において，再帰所有代名詞ʔaŋɢaは，被所有者であるχaaɡaay	‘the	dogʼ
を主要部とする関係節の外に現われる。
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（92）	[χaaɡaay		 haana-s]		 	 	 	 	 	 	 	 	 ʔaŋɢa	 	 ʼlaa	 	 qiŋ-ɡən.
	 	 	 	 	 the.dog		 	 	 be.pretty-nonpast	 	 own		 	 	 3	 	 	 	 see-past

‘He	saw	his	own	pretty	dog.̓ 	=	(44a)

更に，下記の例（それぞれ（68）と（69）の再掲）にみるように，ʔwaa=dləw=
χan	‘allʼやsɢwaana	‘one	ofʼといった数量詞も関係節の中に入ることができない。

（93）	[ɡina=χan	 	 dawuŋ-sɢa]	 	 	 	 	 	 	 ʔwaa=dləw=χan=ʼuu
	 	 	 	 	 indf=emph	 	 be.close-to.centre	 	 all=foc
	 	 	 	 	 siɬɡyaan		 	 tʼaləŋ		 	 ʔisda-ɡəŋ-ɡiin-ii.
	 	 	 	 	 backward		 we		 	 	 	 bring-habit-past-info

‘We	used	to	bring	back	all	the	stuff	that	was	close	(to	us).̓ 	=	(68)
（94）	dləw	 	 [0=ɢii	 	 ciina		 	 	 sɡuɢa-s-ii]	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 sɢwaana
	 	 	 	 	 then		 	 into		 	 	 salmon	 	 go.up.river-nonpast-info		 one.of
	 	 	 	 	 dlə-stʼa-ɡiɬ-ŋ=dləw		 	 	 	 	 	 	 	 ʼlə=qada-ŋ=ɡyaan	…
	 	 	 	 	 take.out-to.edge-imp=when	 	 3=slice-imp=and	

‘Then	take	out	one	of	the	salmon	that	comes	up	into	it	and	… ʼ	(Swanton	
1905:	8)	=	(69)

これら再帰所有代名詞や数量詞が関係節の外に現われるのは，関係節全体が名
詞相当の一つの単位をなしているからであると解釈できる。ここでは，このプ
ロセスを「疑似名詞化」，そのプロセスによってできた単位を「擬似的名詞節」
と称することにする22。

このように主要部内在型関係節を疑似的名詞節と捉えるとすると，（91）に示
したハイダ語の連体修飾構造は，次のように解釈できる（そのうちeのタイプ
については成案を得るに至っていないので，ここでは省略する23）。

	 22	 柴谷（2014）のいう「事態準体言化event	nominalizations」や古代日本語の「準体句」（小田2015）
も参照。柴谷（2014）は，主要部内在型関係節は「項準体言・事態準体言の名詞句用法」であり，
節や文ではないとみる。また，先に述べたように，Basilico（1996）は，本稿とは異なるアプロー
チの仕方ではあるが，主要部内在型関係節をnominalized	sentenceと見做している。

	 23	 tləɡu	‘way,	howʼやtlə	‘place,	whereʼは，先に述べたように，間接疑問文において疑問詞として用い
られることがある。ハイダ語の疑問文においては，疑問詞が文頭に現われることが多く，これらが
連体修飾構造において先頭に現われるのは，そういったことと関係しているのではないかと思われ
る。従って，このｅはｄと同じタイプであるとも見做し得る。
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（95）ハイダ語における連体修飾構造のタイプの解釈
a.	[	…	(NPi)	…	V]	0i	･･･	疑似名詞化した［ ］の中に現われる名詞句（但し，こ

の名詞句は必ずしも現われるとは限らない。下のb,	c,	dも同様）とその外
の０名詞（顕在化しない）は同一の対象を指示し，両者が並置されること
によって前者が後者を修飾するという関係が生じる。

b.	[…	indfi=pp	…	V]	NPi	･･･	疑似名詞化した［ ］の中に現われる不定代名詞
は，場所を示す標識（=ppで表わす）を伴い，その外の名詞句と同一の対
象を指示し，両者が並置されることによって前者が後者を修飾するという
関係が生じる。

c.	[…	indfi	…	V]	NPj	･･･	疑似名詞化した［ ］の中に現われる不定代名詞とそ
の外の名詞は異なる対象を指示し，両者が並置されることによって前者が
後者を修飾するという関係が生じる。但し，修飾を受ける名詞は，χaaydaɢaay 
‘peopleʼに限られるという点で複合compoundに近い（Enrico	2003参照）。

d.	[	…	(NPi)	….	V]	NPj	･･･	疑似名詞化した［ ］の中に現われる名詞とその外
の名詞は異なる対象を指示し，両者が並置されることによって前者が後者
を修飾するという関係が生じる。

ａのタイプ（つまり，いわゆる「主要部内在型関係節」）において，顕在化しな
い名詞０を想定するのは，他のタイプとの平行性を保つためであり，そうする
ことにより［ ］が連体修飾の機能を果たすことがより明確になるからである。
ここではあえて「０名詞」なるものを想定したが，この点は議論の余地がある

（例えば，［ ］内における文法役割と主節におけるそれとの関係など）。
（95）に示したように，［ ］で括られた部分は疑似的名詞節であり，それと他

の名詞句が並置されることにより修飾関係が生じると考える。その時，［ ］に
現われる任意の名詞と［ ］の外の名詞が同一の対象を指示するか否かによって
それぞれのタイプが区別される。従って，主要部内在型関係節に相当するａの
タイプは，疑似的名詞節と名詞からなる構造であるから，それ全体は付加詞で
はないと考える。このような解釈をすることにより，ａのタイプも他のタイプ
と同様，疑似的名詞節と名詞の並列構造と見做すことができ，ハイダ語におけ
る連体修飾構造を統一的に解釈することができるのではないかと考える。

ところで，亀井・河野・千野編著（1996）の「体言」の項（871–872頁）で
は，日本語の体言の特徴として「独立性が非常に強い」（872頁）ことをあげ，
更に，性・数・格といった他の語との関係を示す要素が名詞の中に盛り込まれ
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る多くの印欧語とは異なり，日本語の体言は「文法的に無色であり，体言と他
の語との文法的関係は助詞で示される」（同）と述べている。ハイダ語の名詞も
日本語と同様，他の語との関係は，専ら語順や格標識（クリティック）による
ところが大きく，その意味でいえば，やはり「無色」である。例えば，

（96）	a.	qʼaas	kʼun	(pitch	pants)	‘slicker	pantsʼ
	 	 	 	 	 b.	ɬɢaɡilda=sda	(Skidegate=from)	‘from	Skidegateʼ

（96a）では2つの名詞qʼaas	‘pitchʼとkʼun	‘pantsʼが並置されることにより，前
者が後者を修飾するという関係が生じている（但し，実際にできあがるのは複
合語である）。（95）に示したように，疑似的名詞節と名詞句が並置されること
によって修飾関係が生じるとみるのは，この名詞同士の並置によって生じる修
飾関係に比することができる。

一方，（96b）は名詞ɬɢaɡilda	‘Skidegateʼに奪格の標識=sda	‘fromʼが付き，全
体として副詞句の役割を果たしている。やはり名詞は「無色」であり，それ自
体に文法関係を示す要素は含まれていない。その同じクリティックは，下記の
例にみるように，副詞節の標識としても用いられ得る（cf.	日本語「スキドゲイ
トから」と「彼が死んでから」）。

（97）	[ʼlaa=ʔəsiŋ		 siŋ+ɡwaaʔadən]=sda=ʼuu		 dii	 	 qaaɢa	 	 kiɢaay		 	 	 	 ʔisda-ɡən.
	 	 	 	 	 3=too	 	 	 	 	 	 die[past]=from=foc		 	 	 	 	 	 my		 uncle		 	 the.name	 	 take-past

‘After	he	died,	my	uncle	took	the	name.̓

（97）において［ ］で括った部分と続く節との関係が	=sda	‘fromʼによって明
示されるのは，（96b）において名詞ɬɢaɡilda	‘Skidegateʼと他の語（特に動詞）
との関係が=sdaによって明示されることに比定されるといえる。すなわち，［ ］
が疑似的名詞節であるとすれば，それに=sdaが付属することによって全体とし
て副詞節的な機能を持つようになったと考えるわけである。

このように，疑似的名詞節という単位を想定することにより，連体修飾構造
だけでなく，いわゆる複文構造も一つの平面で捉えられるその可能性をひとま
ず指摘し，ハイダ語の複文構造については，稿を改めて論じることにしたい。
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略号一覧

attr:	attributive,	caus:	causative,	cl:	classifier,	comp:	complementizer,	def:	definite,	
dis:	distributive,	dur:	durative,	emph:	emphatic,	evd:	evidential,	foc:	focus,	fut:	future,	
habit:	habitual,	imp:	imperative,	incep:	inceptive,	indf:	indefinite,	info:	information,	
inter:	interrogative,	neg:	negative,	nmlz:	nominalizer,	pl:	plural,	poss:	possessive,	pr:	
present,	refl:	reflexive,	sg:	singular,	vblz:	verbalizer;	=	clitic;	-	affix;	+	compound
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